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製造 番号 は 、 品 質 管 理 上 重要 な も の で すか ら 商 品 本 体 に 表示 さ 
れ て いる 製造 番号 と 、 保 証書 に 記載 され て いる 製造 番号 と ガー 
致し て いる か 、 お 確か めく だ さい 。 


は じ め に 


PREFACE 


@ こ の た び は 、 シ ャ ー プ パー ソナ ルコ ン ピ ュ 
ー タ を お 買い あげ いた だ き 、 
まま さよ 居 基 り が と うき ぎ きい まし 才 』 

@ ご 使用 前 に 、 こ の 取扱 説明 書 を よく お 読 
いた だ き 、 本 機 を 正しく お 使い くだ さい 。 


軒 マ ニュ アル の 使い 方 


本 機 を 正しく ご 使用 いた だく だめ に 、 本 機 に は 、 次 の マニ ユア ル が 付属 され て いま す 。 ま ざ 本 書 
が ら お 読み ぐだ さい 。 


鐵 取 扱 説明 書 (本 書 ) 本 機 の 特徴 と 一 般 的 な 操作 万 法 を 、 専用 ディ スプ レイ テレ 
ビ と の 組み 合せ を 量 本 構成 と し て 説明 し て いま す 。「 第 1 章 
動 び す 前 に 」「 第 2 章 動 ひ し て みる 」 は 必ず お 読み こ だ さ 
い 。 


開 ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 本 機 の 特徴 で め る ブラ フィ ックス 、 日 本 語 処 理 、 テ ロッ パ 
(USER'S MANUAL) な ど 、 項 目 別に 説明 し て いま す の で 、 目的 に 記 じ て お 読み 
ぐだ さい 。 
、 BAS 1 ご C リ ファ レン スマ ニュ アル コマ ンド 、 ス テー トメ ント 、 関 数 の 名 機 能 を 分 類 し て 、 晶 
(BASIC REFERENCE AS | C 言 語 の 文法 を 説明 し て いま す の で 、 プロ ブラ ミン 
MANUAL) グ ブ を する と き に 参照 し て くだ さい 。 


議 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 説明 書 ディ スク コー ティ リティ 、 プリ ッ タ ダコ ユー ティ リティ 、 デフ 
チャ ヤー ツー ル 、 シ ステ ム ・ コ ユー ザ 辞 書 、F 上 M 音 源 ミ ュー ジ 
ツク ツー ル 、 ブ グラ フィ ッ ク ツ ー ル の 使用 方 法 を 載せ て いま 
す の で 、 そ れ ぞ れ の 用 途 に 応じ て お 読み くだ さい 。 


BAS 1 〇 文法 書 ボ ケッ トブ プ ブック 本 機 の ディ スク BAS 1C (CZー8FB9 2 ) に 基づい 
て 作成 され だ も の で す 。 


ご れ ら の マニ ユア ル は 、「 保 証書 ] お よび 「 お 客 様 ご 相談 窓口 一 覧 表 」 と と も に 必ず 保存 し て ぐだ 
さい 。 万 一 、 ご 使用 中 に わが ガ ら な いこ と や 具合 い の 悪 いこ と が 起き だ と き 、 き つと お 役に立ち ます 。 


因 
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第 | 章 
動か が す 前 に 


本 機 の 概要 と 特長 は 


1 概要 


本 機 は 、 専用 ディ スプ レイ まだ は RGB 入 力 方 式 カ ラー ディ スプ レイ (当社 
CUー 1 4 A 4 な ど ) と 組み 合わ せ て ご 使用 いた だ け ま す 。 専用 ディ スプ レイ 
テレ ビ を ご 使用 に な り の ます と 、 テ レビ 放送 や ビデ オ 画 像 と コン ピコ ユー タ 画 面 と 
の 重ね 合せ (スー パー イン ポー ズ 機 能 )、 番 組 予 約 (タイ マー 機能 )、 チ ヤン ネ 
ル 切 り 損 え 、 音 量 調整 、 コ ンピュータ ン テ レ ビ プ ノ スー パー インポ ー ズ モー ド の 
切り 換え を 、 キ ー ボ ー ド まだ は プロ プラ ム ガ ら コン トロ ー ル する こと が 可能 に 
な り 、 コ ン ピ ュ ユー タ の 世界 が さら に 拡がり ます 。 


ーーー デー デー 


中 士 若 ( 其 生き 洪 直 提議 


コン ピュ ー タ 本 体 


_。 2 


専用 ディ スプ レイ テレ ビ と し て は 、 次 の も の が ご 使用 い を だ け ま す 。 


一 1 5 型 デ ィ ス プレ イ テ レ ビ …… ア ナ ロ グ デジ タル 両用 
標準 / 高 解 人 度 ディ スプ レイ モー ド の 上 自動 切 
り 損 え が 可 能 
* 記 6 00D 


田 1 5 型 デ ィ ス プレ イ テ レ ビ …… デ ジタル 専用 
標準 / 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド の 邊 動 切 
り 換 え が 可 能 
・CZ-850D 
・CZー8 5 5D 
・CZ-870D 
※ 標 準 ディ スプ レイ モー ド で は 解像度 が 最大 6 4 0 X 2 0 0 ドッ ト 、 高 懇 像 度 
ディ スプ レイ モー ド で は 最大 6 4 0 x 4 0 0 ドッ ト で す 。 


コン ピコ ユー タ の 中 枢 _ 旬 マイ クロ プロ セッ サ に Z-80A(4MHz) を 採用 
@ け ブ CPU を 採用 し 、 伝 統 の フリ ー ン コン ピュ ユー タ 思想 を 受け 継 
ぐ と と も に 、Z-80A の 処理 効率 を 向上 


ROM 人 @BIOS・ROM 32K バイ ト (うち IPL 4K バイ ト ) 
@ キ セラ クタ ゼネ レー タ 用 ROM 8K バイ ト 
メ @ 渓 字 ROM 256K バイ ト 
| RAM @ メ イン メモ リリ 64K バイ ト 
機 | 計 17ZK バ イト 欠 テ キス ト 用 V-RAM 4K バイ ト 
構 | を 標準 装備 @ ア トリ ビュ ユー ト 用 V-RAM 2K バ イト 
人 @ コ ユー ザー 定義 の キヤ ラク 用 V-RAM 6K バイ ト 
但 プ ラフ ィ ッ ンク 用 V-RAM 96K バイ ト 
本 機構 成 @ CPU 部 、 キ ー ボ ー ド 部 の セパ レー ト タ イ プ 
④CPU 部 
ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク ド ライ ブ 2 基 内 蔵 (IM バイ ト / ド ライ ブ ) 
キー ボー ド 部 


メイ ン キ ー、 テ ン キ ー( 数 値 入力 キ ー)、 カ ー ソ ルコ ント ロー ル 
キー、。 ファ アン クラ コン モー、 変 融和 三 同 三 形 アッ プン ノロ ー ル 
0 の ンー ニー ニー ンー リウ ーー 


シス テム 拡張 @ 豊 軍 な イン ター フェ イス 
プリ ンマ イン ター フェ イス 
(セン トロ ニク ス 社 仕様 に 準拠 ) 
@ 2 本 の ジ ヨ イ ステ ィ ッ ク 用 イン ター フェ イス 
@ 拡張 用 フロ ッ ピ ー デ ィ ス クイ ンマ ターフ ェ エイ ス 
@RS-232C イン ター フエ イス 
全く バウ スイ スー SeX 
@ 専 用 カセ ツ ト イ ンタ ター フェイス (CZ-8RLI 用) 

介 拡 張 |/O ポー ト 内 蔵 

@ 種 々 の イン ター フエ イス ボー ド の 接続 が 可能 
(2 ポー ト 内 蔵 ) 


。 。 


で 呈 串 苦 (r 慕 ③ 落 寺 っ 


呈 洒 革 溢 病 S 落 直 | 


2 特長 


田 ブ プラ フィ ッ ク 機 能 9 
3 2 0X2 0 0 ドッ トモ ー ド で ドッ ト ご と に 4 0 9 6 色 の 指定 が で きま す 
(アナ ロブ グ RGB 対応 ディ スプ レイ 使用 時 )。 
また だ 、 高 解像度 6 4 0X4 0 0 ド ツ トモ ー ド で も 、 ドット ご と に フル カラ ー 
8 色 の 指定 が でき ます 。 
還 ビ デオ デジ タイ ズ 機 能 


・ VTR や テレ ビ の ビデ オ 映 像 を 骨 時 に コン ピコ ユー タ の ブラ フィ ッ ク 画 面 に 取 


り の 込む こと が で きま す 。 
圏 ジ アナログ RG 日 対応 ・ デ ジタル テロ ッ パ ー 内 蔵 

最大 4 0 9 6 色 の コン ピュ ユー タ 画 像 と テレ ビ ・ ビ デオ 画像 を 重ね 合わ せ だ "スズ ス 
ー パ ー イ ン ポ ボー ズ 画 像 "を V T R に 銀 画 で きま す 。 
較 FM 音 源 と こと P ら SG に よる サウ ンド ジェ エネ レー 機能 

(PSG : Programabple Sound GeneratOor) 

FM 方 式 の 音源 に より 、 本 格 的 は デジ タル シン セ サ イ ザー サウ ンド を お 楽し 
みい だ だ け ま す 。 

FM 音源 は 8 音 同 時 発音 可能 で 、R, L 2 チャ ヤン ネル の 出力 に より ステ レオ 
効果 が 楽し め ま す 。 ま た 3 重 和 音 の ピロ ら GG と の ミキ シン ブ も で きま す 。 
画 日 本 語 処 理 機能 

J 1 5 第 1 水準 漢字 2 9 6 5 種 、 第 2 水準 漢字 3 3 8 4 種 を 収納 し て いま す 
の で 、 難 し い 笛 語 、 人 名 、 地 名 も 表示 可能 で す 。 漢字 は テキ スト 文字 と し て 
高速 に 表示 され ます 。 漢字 の ファ イル 名 を 付け る こと や 、BAS |1C の PR 
1NT 文 や DATA 文 の 中 に 漢字 を 用 いる こと が 可能 で す 。 

また 付属 の シス テム 辞書 に は 使用 頻度 の 高い 替 語 、 地 名 、 人 名 は も ちろ ん 、 
第 2 水準 漢字 も 登録 きれ て お り 、 ディ スク BAS1C (CZー8FB0 2) 
に より 誤 語 単位 の 変換 が 可能 に な つて いま す 。 
圏 コー ザー 定義 の キヤ ラフ タ ジ エ ネ レ ー タ (PCO) 機能 

POG : Programable Character Generator) 

ゲー ム に 使う 各種 パタ ー ン や 外国 語 の 発音 記号 な ど 好み の 図形 や 文字 を 記憶 
させ 、 任 意 の 場所 に す ば や ぐ 何 度 で も 再現 させ る こと が で きま す 。 
一 1 M バ イト タイ プ (2 HD) フロ ッ ピ ー デ ィ ス フ ド ライ ブ 内 蔵 

従来 の ディ スク (2 D : 3 2 0 K バ イト タイ プ ) の 約 3 倍 の 容量 を 持つ 1M 
バイ ト タ イ プ の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を 内 蔵 し て いま す 。 2 HD ン 2 
D 両 用 方 式 ド ライ ブ を 採用 し て いま す の で 、 従 来 の 2 D タ イプ の ソフ トウ エ 
ア も 使用 で きま す (だ だ し 、 本 機 で 書き 込み を 行 つ を ソフ トウ エア は 、 他 の 
ディ スク ドラ イブ で は 読み 込み で きま せん の で 注意 し て くだ さい )。 


一 マウ ス 標 準 装備 
マウ ス を 使う こと に より 、 プラ フィ ッ ク ツ ー ル な ご が だ い へ ん 使い や すこ な 
り ま し た 。 


: 較 ト リッ 取込み 


320X20 0 ドッ ト 取 込み に 加え 、 “モザ イク 取込み <“ 階 調 を 落と こし て 
の 取込み < “反転 取込み "” も で きま す 。 


専用 ディ スプ レイ テレ ビ を 使用 し だ 場合 の 特長 


一 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の コン トロ ー ル 機能 

専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 音量 調節 や 選 局 な どの 主要 な 操作 を キー ボー ド や 
プロ プラ ム で コン トロ ー ル で きま す 。 
一 スー パー イン ボー ズ 機 能 

テレ ビ 放 送 や ビデ オ 再 生 画 像 と 、 コ ン ピ ユ ー タ 画面 を 重ね 合わ せ て 表示 する 
ご と が で きま す 。 つ まり 、 テ レビ 番組 と コン ピコ ユー タ 画 面 を 重ね 合わ せ て 、 
コシ ピュ ユー タゲ ー ム を 楽し む …… と いつ だ な だこ ご と が で きる 和 女 で す 。 

一 カレ ンダ ーー 付き タイ マ 機 能 

現在 の 時 刻 を 表示 する 時 計 機 能 に 加え 、 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ を 使用 すれ 
ば 番組 予約 も で きま す 。 ま だ 、 デ ィ ス ク に プロ プラム を セー ブ す る と 自動 的 
に 日 付け と 時 刻 が 記録 きれ ます 。 


(0 応 貞 モー ビ と コンパチ 形 で ビ 


本 機 は X 1 tuTDo シリ ー ズ 〈 〇 Zー 8 7 0C/8 5 6C ン 8 5 2 〇 など ) と 
ソフ トウ エア コン / パ チ ブ ル に 設計 され て いま す 。 

現在 市 販 さ れ て いる X 1 tUTDO シリ ー ズ 用 の ソフ トウ エア が 走る モー ド を 
コン パチ モー ド と 呼び ます 。 コ ン パ チ モ ー ド で は 、X 1 turbo シリ ー ズ が 持つ 
て いる 機能 こ 、FM 音 源 機 能 が 加わ つて いま す 。 

これ に 対 レ 、X 1 turDO で 拡張 され だ 4 0 9 6 色 同 時 発色 可能 な ブラ フ 
イッ フ 機 能 , ビデ オデ ジマ タイ ズ 機 能 を 使用 する モー ド を マル チ モ ー ド と 呼び ま 
に 


な お 、 コ ン パ チ モ ー ド は BAS1C CZ 一 6FB 0 2 (FM 音源 は 、FM 
書 源 王 コ ユー ダッ クジ ツー ル ) で 、 マヤ 届 チ モ ー ド は ツラ ライ ツ 便 ウ ー ル Z'S き T 
AFFー〆 で サポ ー ト し て いま す 。 


に こい 紀 界 


べつ 豆 若 苦 (r 期 芋 ③ 藻 状 科 


コン パチ モー ド と マル チ モ ー ド の 相違 点 


コン た 本 8 
(CZ-8FB02) 


マル チ 穫 に 
(プラ フィ ッ ク ツ ー ル ) 


スソ ギ の 


640X400 8 色 1 画 面 
320X400 8 色 2 画 面 
640x384 8 色 1 画 面 
320x384 8 色 2 画面 
640X200 8 色 2 画 面 
320X200 8 色 4 画 面 
640X192 8 色 2 画 面 
320X192 8 色 4 画 面 
※ だ だ し 、 “拡張 パレ ッ ツ ト 設 
刀 コ ーー テマ リリ ディ 1 選 あ まり 、 
カラ ー4096 色 中 8 色 指 定 可 


320x200 4096 色 1 画面 
640x400 4096 色 中 8 色 1 画面 


パレ ッ ト 


〈 拡 張 パ レツ ト > 


4096 色 中 8 色 : ブラ フィ ツク 


320x200 最大 4096 色 取り 込み 


※ マル チ モ ー ド で の デジ タル 出力 
4 0 9 6 色 表 示 出 力 を アナ ロブ RGB よ り の 出力 し て いる と き 、 デジ タル RG 
B ガ ら の 出力 は 8 色 に 圧縮 され て 出力 され ます 。 


※ コ ン パ チ モ ー ド で の アナ ログ 出力 
コン パチ モー ド で は 、 プ ラフ ィ ッ ク の 拡張 パレ ッ ト に デー タ を 設定 する こと 
は で きま せん 。 し が し 、 画 面 出力 に 対し て は 拡張 / パ [ハット を 使用 する こと が 
で きま す 。 
詳し い 操 作 方 法 は 「 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 説明 書 J」 の 「 プ ブラ フィ ッ ク フツー 
ル 」 を 参照 し て ぐだ さい 。 

※ 次 の 場合 、 ボ ー ゲ ザー カラ ー は 出力 され ませ ん 。 

・ コ ン パ チ モ ー ド で の アナ ログ 出力 。 

・ コス パチ 下 一 ば で の デ ロ ッ パー 棚 交 。 

・ マ ル チ モ ー ド 時 。 


2) FM 音源 と PSG の サウ ンド ミキ シン グ 


・FM 音 源 か ひらの オー ディ オ 出 力 と P ら G 〇 が ら の オー ディ オ 出 力 を 前 面 ト に ビラ 
内 の ミキ シン グ 調 整 ボ リ ユ ー ム に より ミキ シン プレ ベル を 調整 する こと が で 
きま す 。 

・ 本 機内 蔵 の スピ ー カ が ガ ら は 、FM 音 源 出力 の 2 チャ ン ネ ル ガ が 合成 され て 出力 
され ます 。 

な お 、FM 音 源 の ステ レオ 効果 を 楽し み だ い 場合 は 、 本 機 後面 の オー ディ オ 
出力 端子 に オー ディ オア ンプ な ど ご ど を 接続 し て くだ さい 。 

・PSG 出 力 は ライ ン 出 力 の 2 チャ ン ネ ル に 対し 、 均 等 に 振り 分 けら れ て 出力 
され ます 。 

・FM 音 源 の サウ ンド の み を 聞き だ いと き は 、 ミ キ 
いつ ば い に 回 し て ぐだ さい 。 ま だ た 、P ロ SG サウ ン 
邊 いつ ば ぱい に 回 し て くだ さい 。 


ング 調整 ボリ ユー ム を 右 


ジン 
ド の み を 聞き だ いと き は 、 


な お 操作 方法 は 、「FM 音 源 」 に 関し て は 『 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 説明 書 』 
の 「FM 音 源 ミ ュー ジッ クツ ー ル 」 で 、PSG に 関し て は 「 ユ ー ザ ー ズ マニ ュ 
アル 』 の 「 ミ ュー ジッ ク 」 で 説明 レ し て いま す 。 


(3) 


プ 自 ビデ ディ スク ドラ イ プ 


本 機 は 、5.25 イ ンチ 1 M バ イト フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を 2 基 内 蔵 し て 
いま す 。 ご の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ は 使用 する ディ スク タイ プ (2 HD ブ 


2 D) に よ つ て 次 の 2 つの モー ド に 切り 換わり ます 。 


ーー ーー ーー ナーーーーーーーーーーーーーーーーー 


が 骨 5 天 一 全 


2BD 坦 守 


上 


使用 する フロ ッ ピ ー デ イィ 
DO イデ 


5.25 イ ンチ 両面 高密 度 
を ZHD ) 


5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 
《 多 9 


用 人 


5.25 イ ンチ 両面 高密 度 フ 
ロッ ピー ディ スク の 読み 
書き を 行う 。 


5.65 イ ンチ 両面 倍 密 度 フ 
ロッ ピー ディ スク の 読み 
書き を 行う 。 

だ だ し 、 こ ご の モー ド で 書 
き 込 み を 行 つ を フロ ッ ピ 
ー デ ィ ス ク を 本 機 以 外 の 
フロ wl ピー ディ スク ドラ 
イブ で 読む こ と は で きま 
せん 。 


起動 記法 


本 機 前 面 ト ビラ 内 の 起動 
デイ 多 タ イ ヲ スイ ツチ 
を 2 HD( 是 ) に し て 、 コ 
ン ピ ユ ー タ の 電源 を 入れ 
つ 。 


本 機 前面 ト ビラ 内 の 起動 
ブイ スグ タダ イブ プ スイッチ 
8 DaJIEAG コ ウ 回 
ユー タ の 電源 を 入れ る 。 


ーーー 


動作 中 の ドラ イブ イン ジ 
ケー タダ の 色 


緑 


赤 


ーー 


注 ) 2HD モ ー ド で の 注意 
VTR 銀 画 モー ドス イッ チ が ON の 時 お よび スー パー イン ポー ズ 時 に "2 
HD モ ー ド "で フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク ドラ イブ を 使用 する と 、 エ ラー ガ が 発生 す 
る 場合 が ありま す 。 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク ドラ イブ を * 2HD モ ー ド "で 使用 する 場合 は V T 中 録 
画 モ ー ド スイ ッ ツチ を OF 上 F 、 お よび コン ピュ ユー タタ 画面 モー ド に し て ご 使用 
ぐだ さい 。 


付属 品 の 確認 を 


パッ キン ブ プ ケー スガ ら 取 り 出 す と き 、 次 の 付属 物 が 揃 つ て いる こと を 確認 レ 
誤 て ぐだ さい 。 


圏 コン ピュ ユー 本 体 


中 
| 
付 
属 
品 
の 
確 
認 
を 


圏 マ ニコ ユ コア 


| saRr | | srARr | 以上 各 1 冊 
CZ-880C CZ-880c CZ-880c CZ-880c 


取扱 説明 書 ユー ザー ズ BASIC リ ファ レン アプ リケーション BASIC 文 法 書 
マニ ュ ア ル スマ ニュ アル ソフ ト の 説明 書 ポケ ッ ト プ ブッ ク 


デジ タル RG 日 信号 用 ケー ブル 


アナ ログ RG 日 信号 用 ケー ブル 
(1 5 ピン DSUB) 


テレ ビ コ ン トロ ー ル ケー ブル 
(8D 一 8D) 


ーーーーーーーc ビ テー ビデ オカ ッ ト 用 ケー プル 
に 専用 デー タ レコ ー ダ ケー ブル 


圏 ディ ス フ 

に こさ っ に 1 2 主 ま も 
U U U 

BASIC シ ステ ム デ ィ ス ク グラ フィ ッ ク ツ ー ル F M 音 源 

(CZ-8FB02) ミュ ー ジ ッ ク ツ ー ル 

較 そ の ほか 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 
ナン バー 表示 ラベ ル 


お 客 様 ご 相談 窓口 一 覧 家 キー トッ プラ ベル 


付 
属 
品 
の 
確 
認 
を 


HIGH RESO. 

高 解像度 ディ スプ レイ モー 
ド の 意味 で す 。 高 解像度 
ディ スプ レイ モー ド は 、 最 
大 の 解像度 が 640X400 ド ッ 
ト で す 。 


各部 の 名 称 と 機能 は 


1 コン ビュ ー タ 本 体 の 前 面 


O ANALOG 
O HIGH RESO. 
O TIMER 


O POWER 


⑳ 5 イン チ フ ロッ ピー ディ ス フ ド ライ ブ 
プロ ブラ ム を セー ブ し た り 、 ロ ー ド し た りす る 場合 、 こ こ に フロ ッ ピ ー デ ィ 


スク を セツ ト し ます 。 
@ フ ロン トレ バー 
プロ ッ ピ ー デ イメ クウ を ディ イィ スワ ド ライ ブ に 出し 入れ する と き に 、 ご の レバ パー 
を 動 ガ お し ます 。 だ だ し 、 イ ンジ ケー タ が つい て いる と き は 絶対 に 動 び ぶな い 
で ぐだ さい 。 フ ロッ ピー ディ スク を 壇 す こと が あり ます 。 
二 デ ィ ス ネス ワウ ビラ プイ ッ ンジ ケー タ 
読み 書き を 行 つ て いる と き は 点灯 し ます 。 2 HD モ ー ド で は 緑色 、2 D モ ー 
ド で は 赤色 で す 。 
キー ボー ド 接 続 端子 
コン ピュ ユー タ の 後面 と この 部 分 に 2 カ所 接続 端子 が あり 、 ど ちら に キー ボー 
ド を つない で も ガ が ま いま せん 。 だ だ し 、2 つ を 同時 に 使う こと は で きま せん 。 
⑤ 内 蔵 ス ピー カー (側面 ) 
コン ピュ ユー タ の シン セ サ イ ザー 音 を 出す た め の 内 蔵 ス ピー カー で 、 音 量 調整 
ボリ ユー ム (トビ ラ 内 操作 部 ) で 音量 を 調整 で きま す 。 
⑨③ イ ンジ ケー ター 部 
ANALOG、HIGH RESO. *、T IMER、 POWER の 表示 が あ 
り ま す 。 左 の ラン プ が 現在 の 設定 状態 を 知ら せま す 。 


の 電源 スイ ッ ツチ 
コン ピュ ー タ を 動 ひ の し た いと き は 、 コ ン ピ ュ ユー タ 本 体 後面 の メイ ン 電 源 ス イ 
ツチ を ON に し て か ら こ の スイ ッ ツチ を ON に し ます 。 タ イマ 設定 で 専用 ディ 
スプ レイ テレ ビ を コン トロ ー ル し だ いと き に は 、 ご の スイ ツチ だ け を OFF 
に し レ し て お きま す 。 

マウ ス 用 コネ クマ 
マウ ス を 接続 し ます 。 キ ヤッ ツ プ を は ざし て 接続 し て くだ さい 。 
本 体 の 後面 と 側面 の 2 カ所 接続 端子 が か あり ます が 、 2 つ を 同時 に 使用 する こ 
と は で きま せん 。 


田 ト ビラ 内 操作 部 
(トビ ラ の 中 央 の | PU S H | を 押す と 、 ト ビラ が ガ 開 きま す 。) 


START VTR WIDTH& 
DISK RECORD DEFCHR RESOLUTION 
二 ON 理 CUT . 品 STANDARD 
三 OFF 還 NORMAL - 是 HIGH 


VIDE0 一 IN rーSOUND- コ 
CONTRAST 。 VOLUME X 


本 -2D 
- 還 2HD 


る @ @⑩ 2 @⑥ @ ⑥ @⑧ 
⑤ 取 の 込み 映像 調整 つま み 
本 機 後 面 の 映像 入力 端子 お ら 入力 する 映像 の コン トラ スト を 変え る こと が で 


きま す 。 
⑥⑯ 音量 調整 ボリ ユー ハム 

内 蔵 ス ピー カー の 音量 を 調整 する つま み で す 。 
⑩ FM プ PSG ミ キシ ング 調整 ボリ ユー ム 

FM 音源 プ ピ SG の 、 音 の バラ ンス を 調節 し ます 。 
リセ ッ ツ ト ス イッ チ 

不 完全 は お プロ ブラ ム を 実行 きせ て 、 コ ンピュータ が 暴走 し だ 場合 な ど に この 

スイ ツチ を 押し ます 。 

IE や BOO 「 状態 に 戻り ます 。 

NM 1 …… モニ タタ 状態 に 戻り ます 。 

詳し て は 、 8 0 ペー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


@ 起 動 デ ィ ス フタ イブ プス イッ ツチ 
電源 を 入れ だ と き 、 本 機内 蔵 の ディ スク ドラ イブ が どの ディ スク タイ プ て で 起 
動 す る を 設定 し ます 。 1 M バ イト タイ プ と し て 使用 する 場合 は "2HD" 
( 還 ) に 、3 2 0 に バイ ト タ イ プ と し て 使用 する 場合 に は " 2 D" (一 ) に し て 
お きま す 。 

@VTR 録 画 モー ドス イツ チ 
映像 出力 端子 ひら ビデ オ 録 画 を する 場合 は ON (一 ) に し 、 そ の 他 の 場合 は 
〇 FF ( 重 ) に し て お きま す 。 

⑮ 2 0 0 ライ ン 自 動 切り 換え スト ッ プ スイ ッ チ 
通常 合用 する と き に は 、NORMAL (時 ) に し て お きま す 。 
高 解 優 度 デ ィ ス プレ イ を 使用 し て 、X 1 シリ ー ズ の | PL 起動 の 機械 語 プ ロ 
プラム を ロー ド す る と きだ け CU T (一 ) に し ます 。 
詳し こく は 、8 0 ペー ジ を 参照 し て ぐだ さい 。 

⑥⑬ 標 準 高 解像度 切り の 換え スイ ツチ 
次 の うち どれ が ガ を 行っ を と き 、 ご の スイ ツチ の 設定 状態 ( 時 : 高 解像度 , 
ー : 標準 ) に よ つ て ディ スプ レイ モー ドガ が 決ま り ま す 。 
・ リ セッ トス イッ ツチ (1P し まだ は NM | ) を 押し た と き 
・ 電 源 ス イッ チ を 入れ だ と き 
・BAS 1 C で BOOT 遇 | と キー 入力 し た と き 
・BAS 1C の WIDTH 命令 を 使用 し た と き 


2 コン ヒュ ー タ 本 体 の 後面 


7 @ @ @②@⑤ ら @ ⑩ 0 


⑯ 【 〇 ) De⑧ N M 
KO) POWER TELOPPER 10 stor 
9 = 


EXPANSION つ DISK PRINTER 1 JOY SWICK 2 


の - 還 に mg 


D m TR 
RGB OUT TVCONTROL ANALOG RG8' OUT RS-232C 


Wi 
條 証人 計 有 『| (f KEY BOARD 
iiiiii 還 9 
O 


MOWSE 


0  @ ら @ @ ⑥ @  @⑥ @ @⑥  @ @@⑳ 


⑯ メ イン 電源 スイ ツチ 
前 面 の 電源 スイ ツチ が 〇 OFF の 状態 で も 、 こ の スイ ツチ が ガ が 入 つ て いれ ば テレ 
ビ コ ン トロ ー ル が 可能 で す 。 完全 に 電源 を 切り だ た いと き は 、 ご この スイ ツチ を 
〇 OFF に し て ぐだ さい 。 
@ 拡 張 用 フロ ッ ビ ピー デ ィ ス フク ドラ イブ イン ター フェ イス 接続 端子 
拡張 用 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を つなぐ 端子 で す 。 
映像 入力 端子 
コン ピュ ユー タタ 画面 と 重ね 合わ せ て 、 “スーパ ー イ ン ポ ー ズ "表示 を し た い 映 像 
を 入力 し た り ビ デオ 画像 な ど を 取り 込む 際 に 、 使 用 する 入力 端子 で す 。 
映像 出力 端子 
コン ポジ ッ ト 信 号 * に 直さ れ だ コン ピュ ユー タ 画 像 、 ス ー パ ー イ ン ポ ー ズ 画像 の 
出力 を する 際 に 、 使 用 する 端子 で す 。 
映像 調整 
映像 出力 端子 おら 出力 され る コン ピ ユ ー タ 画像 の 濃淡 を 調整 し ます 。 
調整 し だ い 場 合 は 、 販 売店 に 相談 し て ぐだ さい 。 
色あい 調整 
映像 出力 端子 お ら 出 力 さ れる コン ピュ ユー タ 画 像 の 色あい を 調整 し ます 。 
調整 し た い 場 合 は 、 販売 店 に 相談 し て くだ さい 。 
フレ ー ム アー ス 
シス テム を 拡張 する 場合 、 外 部 機器 この 間 を アー スケ ー ブ ル で つなぐ こと に 
よ つ て 、 首 機器 が 安定 し だ 動作 を する よう に 配慮 し だ 端子 で 2 箇所 あり ます 。 
⑤RSー 一 2 3 2 C 用 コネ フタ 
モデ ム を 接続 する こと に より 、 電 話 回 線 を 使 つ て 、 他 の RS 一 2 3 2 C イ ン 
ター フエ イス を 持つ て いる 機器 とこ の 、 デー タ 交 損 な ご ど が 可能 に な り ま す 。 
⑤ プ リン 用 コネ フタ 
プリ ンタ を つなぐ だ め の 端 で す 。 
オプ ショ ナル デバ イス 取付 け 用 パネ ル 
オプ ショ ン デ バイ ス と 組み 合わ せ て 使用 する 場合 、 こ の パネ ル に は 2 枚 ま で 
の | カード (イン ター フェ イス) を 取り 付け る こと が で きま す 。 
⑩ 電源 コー ド 
AC1 0 0 V の 電源 を 供給 する た め の 電 源 コ ー ド で す 。 
デジ タル RG 昌信 号 出力 用 コネ フタ 
専用 ディ スプ レイ テレ ビ や デジ タル RG 方 式 デ イィ ス プレ イ と 接続 する と き 、 
デジ タル RG 日 信号 用 ケー ブル (8 Kー 6 D 2 ) を つなぐ 端子 で す 。 
⑯ ア ナ ロ グ RG 日 信号 出力 用 コネ フタ 
CZー6 0 0D や アナ ロブ グ RGB 方式 デ イィ スプ レイ と 接続 する 時 、 ア ナ ロ グ 
RGB 信 号 用 ケー ブル (1 5 ピン DSUB) を つなぐ 端子 で す 。 
@ 専用 ディ スプ レイ テレ ビ コ ン トロ ー ル 用 コネ フタ 
付属 の テレ ビ コ ン トロ ー ル ケー ブル (8 Dー 8 D) で 、 専用 ディ スプ レイ と 
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コン ポジ ッ ト 信 号 
混合 映像 信号 。 映 像 信号 ( 画 
面 デ ゲー タ )、 垂 直 同 期 信 号 お 
よび 水平 同期 信号 を 合成 し 
た も の で す 。 


で 如 知 藻 (r 党 的 S 居 麗 の 


つなぐ 端子 で す 。 
⑯ 専 用 カセ ッ ト 用 コネ フタ 
本 体 に 専用 デー タレ コー ダ (CZー8 RL 1 ) を 付属 の デー タレ コー ダケ ー 
プル を 使 つ て つなげ ば 、 カセ ツ ッ ト テー プ に プロ プラ ム や デー ダ の セー プ 、 口 
ー ド が で きる よう に な り の ます 。 
⑥ ビ デオ カッ ト 用 端子 
本 体 に 専用 ディ スプ レイ テレ ビ (CZー6 0 0D、CZー8 7 0D、 CZー 
8 5 5D、CZ 一 8 5 0D) を 付属 の 接続 ケー ブル で つなげ ば 、 ス ー パ ー イ 
ン ポ ボー ズ 時 に 黒 抜き 表示 が で きる よう に な り ま す 。 
ディ ス フ モ ー ド スイ ツチ 
ディ スク ドラ イプ タイ プ の 選択 を 行う スイ ッ チ で す 。 詳し く は 、『 ユ ー ザ ー ズ 
マニ ュ ユア ル 』 の 「 デ ィ ス ク の 使い 方 」 を 参照 し て ぐだ さい 。 
⑥ オ ー デ ィ オ 出力 端子 (R, し) 
コン ピュ ユー タ で 作 つ だ た シンセ サイ ザー 音 を 、 オーデ ィ オ アン プ に 出力 する 端 
で す 。FM 音 源 出力 は R ( 右 )、L ( 左 ) に 振り 分 けら れ て 出力 され ます 。 
な お 、 音量 の 調整 は オー ディ オア ンプ で 行 つ て ぐだ さい 。 
マウ ス 用 コネ フタ 
コン ピコ ユー タイ の 前 面 と この 場所 に 2 箇所 の 接続 端子 が あり ます が 、 2 つ を 同 
時 に 使用 する こと は で きま せん 。 
ジョ イス ティ ッ ン 用 コネ フク (2 個 ) 
市 販 の ジョ ヨ イス ティ イッ ク (アタ リ 社 仕様 準拠 名 ) を 接続 し 、 コ ン ピ コ ユー タゲ 
ー ム な ご ど を 楽し び お こと が で きま す (2 端子 同時 使用 が 可能 )。 
⑱ キ ー ボ ー ド 接続 端子 
コン ピュ ユー タ の 前 面 と この 場所 に 2 箇所 の 接続 端子 が あり ます が 、 2 つ を 同 
時 に 使用 する こと は で きま せん 。 


ま ) 二 季 呈 下 


プラ グ 付 き カ ー ル コー ド 
キー ボー ド と コン ピュ ー タ 本 体 を つなぎ ます 


ロー ル ア ッ プ キ ー 1 シッ サーih・ デー ド 売 志 
ロー ル ダ ウ ン キ ー プレ ー ク キー 

エス ケー プ ギ ー ヘル プ キ ー クリ アホ ー ム キー 

プチ テン グ クツ: ョ ンジ ン キー コピ ー キ ー テン キー (数 値 入 力 キ ー) 


4 
ーー トー トー 


財 H 
> 呈 項 攻 rr 交 民事 


罰 | 瑞 串 豆 豆 画 頭 問 画 回 画 回 加代 
恒 加 豆 豆 豆 回 訓 訓 訓 豆 画 列 還 


キリ が グ 
レン ビン | ここ エー キャ ピタ ル ロ ッ クキ ー | スペ ー ス キー 変換 キー リタ ー ン キー 
コン トロ ー ル キー し グラ フィ ッ ク キ ー キャ ラク タキ ー カナ キー カー ソン ルコント ロール キー 
2 キャ リッ ジリ ター ン キ ー 
ジブ 中 幸 ピ 
_ ll 還 還 側面 スラ イド スイ ッ チ 


A 側 で ノー マル モー ド 、 
日 側 で 50 音 順 モ ー ド に な り ま す 。 


- 男 還 


接続 し ます 


付属 品 の 確認 び ザ す み ま し だ ら 、 次 は コン ピコ ユー 本体 と 避 機器 を つなぎ まし 
よう 。 


1 接続 する 前 に 


接続 する とき の 注意 点 
・ コ ン ピ ユ ュー タ と 名 機器 を 接続 する 際 、 名 機器 の 電源 は 必ず 切り 、 プ ラブ を 
コン セン ト ガ ら 抜 いて お いて こ だ さ い 。 
・ コ ネフ クタ の ピン (金属 部 分 ) に は 手 を 触れ な ね いで こく だ さい 。 サ ビ が 発生 し 、 
接 融 不 良 に な る こと が あり ます 。 
・ プ ラブ の ピン と 、 端 子 の ピン 穴 を よ ぐ 見 比べ 、 ぴ つ だ り と 合う よう に 接続 
し て こく ださい 。 
・ プ ラブ は ピン 穴 に 合わ せ て まつ すぐ 挿入 し 、 完 全 に 差し に 込 り いで こく だ さい 。 
・ コ ネ ク タ に 近い と ころ で ケー ブル を 極端 に 曲げ な いで くださ い 。 過 線 の 原 
因 に な り ま す 。 


多量 本 構成 

本 機 は 、 オ プシ ョ ン 機 器 と 組み 合わ せる こと に より 、 用 途 に 合わ せ て 様々 な 
シス テム 構成 が で きま す が 、 こ ご ここ で は 、 基本 的 な シス テム 構成 に つい て 紹介 レ 
ます 。 


④ 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ と の 組み 合せ 
田 デ ィ ス プレ イ テ レ ビ (CZー6 0 0 D) を 使用 し た 場合 
・ ア ナ ロ ブ RGB 入 力 、 デジ タル RG 入力 可能 で す 。 
・ 標 準 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド の 切り 換え が 可能 で す 。 
・ ビ デオ カッ ト 用 ケー ブル で 本 体 と 接続 する こと に より 、RGB 出 力 で 黒 抜 
き 表 示 が 可能 と な り ま す 。 
・ キ ー ボ ー ド ガ ら 、 テレ ビ コ ン トロ ー ル が で きま す 。 
〔 構 成 〕 
CZ-600D 


パー ソナ ルコ ンピュータ 


回 ディ スプ レイ デ テレビ ( 〇 アー ほ 7 ⑥D, 〇 マー8 550M マ デー850D) 
を 使用 し だ 場合 
・ デ ジタル RGB 入 力 可能 で す 。 
・ 標準 高 解像度 ディ スプ レイ モー ド の 切り 換え が 可能 で す 。 
・ ビ デオ カセ ッ ト 用 ケー ブル で 本 体 と 接続 する こと に より 、R G B 出 力 で 累 
抜き 表示 が 可能 と な り ま す 。 
・ キー ポ ボード お がら 、 テレ ビ コ ラ ヒロ ー ル で きま すず 。 


(構成 〕 
CZ-870D,855D,850D 


パー ソナ ルコ ンピュータ 


②⑤RGB 入 力 訪 式 カ ラー ディ スプ レイ と の 組み 合わ せ 

田 ジ ナ ロ ブ グン デジ タル 両用 カラ ー デ ィ ス プレ イ (CU 一 1 4A3, CU 一 1 4 
A 4 な ど ) を 使用 し だ 場合 
・ ア ナ ロ ブ グ RGB 入力 、 デジ タル RG 入力 可能 で す 。 


(構成 


一 アナ ログ 専用 カラ ー デ ィ ス プレ イ (CUー 1 4 AG2 な ど ) を 使用 し だ 場合 
・ ア ナ ロ ブ RGB 入 力 可能 で す 。 


(構成 ] 


左 デ ジタル 専 用 カラ ー デ ィ ス プレ イ (CUー 1 4 D 1 な ど ) を 使用 し だ 場合 
・ デ ジタル RGB 入 力 可 能 で す 。 
(構成 〕 


バー ツナ ル ョ コン ぱー デ 放 


③ 家 庭 用 カラ ー テ レビ と の 組み 合わ せ 
較 ビ デオ 入力 端子 付き の カラ ー テ レビ を 使用 し だ 場合 
・ 本 機 後面 の 映 依 出力 端子 こと カラ ー テ レビ の ビデ オ 入 力 端 子 を 接続 する こと 
に より 、 標 準 デ ィ ス プレ イモ ー ド 時 の 使用 が 可能 で す 。 
(だ だ し 、 1 0 0 0 文字 表示 まで の 使用 を お すす めし ます )。 
(構成 〕 


バー ソナ ルコ ンピュータ 


較 ビデ オ 入 力 端子 の な ない カラ ー テ レビ を 使用 し だ 場合 
ヾ 夫 休 と カラ ー チ レビ を 、 ロビ デオ コン パー タ 〇 〆ー 8 VC 克 使 つて 拓 続 
する こと に より 、 標 準 デ ィ ス プレ イモ ー ド 時 の 使用 が 可能 で す 。 
(だ だ し 、1 0 0 0 文 守 表 示 ま で の 使用 を お すす めし ます )。 
な お 、 接 続 に つい て は 、 ご CZー8 VC の 「 取 扱 説明 書 J を 参照 し て ぐだ さ 
い 。 
〔 構 成 〕 


ルーツ ナリ ルレ ヨン ジン ビュー タ 


注 ) 1 台 の コン ピュ ユー タ に CZ-600D(〈 ア ナ ロ ブ RGB を 入力 ) と デジ タル の 専用 
ディ スプ レイ テレ ビ を 接続 し 、 ご ちら が で スー パー イン ポー ズ し だ た 場合 、 
スー パー イン ポー ズ し て いな い デ ィ ス プレ イ テ レ ビ 側 の 同期 が 不安 定 に な 
り ま す 。 ご の よう お 場合 は 、 コ ント ロー ルケ ー ブ ル を 接続 し て いな い 記 の 
デマ ィ ス プレ イデ レビ を ば ず す ガ ま だ は 、 コン ピ ユ ー タ モー に ば で ご 使用 ぐだ 
さい 。 


な か 六 ぞ 中 年 を つ な く 


キー ボー ド の プラ ブ 付 き カ ー ル コー ド を 、 コン ピュ ユー タ 本 体 前 面 、 あ る い は 
後面 の キー ボー ド 接 続 端 了 〒 に つなぎ ます 。 


3 ディ スプ レイ 装置 を つなぐ 


コン ピ ユ ー タ を 使う に は 、 カ ラー ディ スプ レイ 装置 が 必要 で す 。 
ご ご で は 専用 ディス プレ イ テ レ ビ 、 お よび RG 選 記 式 カ ラー ディ スプ レイ と 
の つなぎ 亡 に つい て 説明 し ます 。 


欠 専 用 ディ スプ レイ CZ 一 6 0 0 D を つなぐ 


④ 接 続 ケ ー ブ ル 4 本 を パッ キン ブ ケ ー ス ガ ら 取り 出し ます (写真 1 )。 

②@ ま ざ ず 、 デ ジタル RGB 信 号 用 ケー ブル (8 に 一 6 D 2 ) を つなぎ ます 。CZ 
ー6 0 0D 後 面 の “RGBC8P) デ ジタル " と 書 ガ れ だ 端子 の 保護 カバ ー を 
は ず し ます 。 デ ジタル RG 日 信号 用 ケー ブル の 骨 型 コネ クタ を 写真 2 の よう 
に 持ち ます 。 
上 下 に ある ロッ ツク 解 除 金 具 を 指 で 抑え な が ガ ら 、 ディスプレイ テレ ビ の 端子 に 
が ぶせ る よう に ね じ 込 み 、 も う 一 方 の プラ ブ グ を コン ピュ ユー タ 後 面 の RGB 
OU 「 と 書 ガ れ だ 端 〒 (デジ タル RG 信号 出力 用 コネ フタ) に つなぎ ます 。 


の る 
〇 


写真 1 写真 2 


>wrs※ 要 


MA 


③ ア ナ ロ グ RG 信号 用 ケー ブル (1 5 ビン DSUB) を つなぎ ます 。 ア ナ ロ 
グ RGB 信 号 用 ケー ブル の 一 詞 の コネ クタ を ディ スプ レイ テレ ビ 後 面 の "R 
GB て (1 5 P ) アナ ロブ" と 書 お れ だ 端 了 に つなぎ 、 コネ クタ 両端 の ネジ を 
し つが り し め ま す 。 もう 一 訪 の コネ クタ を コン ピコ ユー タ 後 面 の "ANALOG 
RGB O 〇 OUT" と 書 ガ れ だ 端子 C フ ナ ロ グ RG 信号 出力 用 コネ クタ) に つ 
な ぎ 、 両 端 の ネジ を し め ま す 。 な お 、 デ ジタル と アナ ログ の 切り 換え は 、C 
〆ー6 0 0D 前 面 の アナ ログ ブン デ ジ タル 切り 換え スイ ッ ツチ で 行 つ て くだ さい 。 

@"TV CONTROL( テ レビ コン トロ ー ル "と 書 お れ だ 端子 を 、 テ レビ コン 
トロ ー ル ケー ブル で つなぎ ます 。 


注 ) 専用 デー タレ コー ダケ ー ブ ル (7 ピン D | N) と 間違え な いよ うに し て こぐ 
だ ざい 。 


写真 3 


で 


ビデ オカ ッ ト 用 ケー ブル で ディ スプ レイ テレ ビ と コン ピコ ユー タ 後 面 の V 1D 
EO CUT (ビデ オカ ッ ト ) と 書 お れ だ 端子 を 接続 し て こぐ くだ さい 。 ご の 
ケー ブル は 、 スー パー イン ポー ズ モ ー ド で 黒 抜き 表示 を 行う だ め に 秒 要 で す 。 


注 ) な お 、CZー8 7 0D, CZー8 5 5D, CZー8 5 0D と の 組み 合せ で 
使用 する 場合 は 、 @⑳⑤ の み の 接 続 で す 。 


$ ぐ RG 方 式 デ ィ ス プレ イ を つなぐ 


当社 CU 一 1 4 A3, CUー 1 4 A 4 (アナ ロブ グン デ ジタル 両用 、 高 解像度 
ディ スプ レイ モー ド )、CUー 1 4 AG 2 (アナ ログ 専用 、 高 解 央 度 ディ スプ レ 
イモ ー ド )、CUー 1 4 D 1 (デジ タル 専用 、 標 準 高 解像度 ディ スプ レイ モー 
ド ) を 使用 する 場合 で す 。 


田 C 〇 U 一 1 4A3, CU 一 1 4A4 の 場合 

④ デ ジタル RG 信号 用 ケー ブル (コン ピュ ー タ に 付属 )、 アナ ロブ RG 信号 
用 ケー ブル (ディ スプ レイ に 付属 ) を パッ キン ブ ケ ー ス が ガ ら 取り 出し ます 。 

デジ タル RG 日 信号 用 ケー ブル て 〈8 KK- 6 D 2 ) を つなぎ ます 。RGB デ ィ ス 
プレ イ の 後面 の 角 型 8 ピン コネ クタ と 、 コン ピコ ユー タ 後 面 の デジ タル RGB 
信号 出力 用 コネ クタ を 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 場合 と 同じ よう に 接続 し て 
ぐだ さい 。 

③ ア ナ ロ グ RG 日 信号 用 ケー ブル を つなぎ ます 。RGB デ ィ イス プレ イ 後 面 の 9 
ピン コネ クタ と 、 コ ンピュータ 後面 の アナ ロブ RGB 信 号 用 コネ クタ を 、 専 
用 ディ スプ レイ テレ ビ の 場合 と 同じ よう に 接続 し て て くだ さい 。 

③④ コン ピュ ユー タ の 前 面 ト ビラ 内 の 標準 高 解像度 切り 換え スイ ッ チ を 、 H1G 
H ( 旦 ) に 設定 し て こく だ さい 。 


な お 、 ア ナ ロ ブ RG と デジ タル RG を 両 亡 こも 接続 し だ 場合 、 アナログ 
RGB の 万 が 優先 = れ ま す 。 デジ タル RGB の 亡 を 表示 する 場合 は 、 ア ナ ロ ブ 
RG 信号 用 ケー ブル を 接続 し は いで ぐだ さい 。 

較 C り 一 1 4AG2 の 場合 

③ の み の 接 続 で す 。 な お 、 コ ン ピ ユ ー タ 前 面 ト ビラ 内 の 標準 高 解像度 切り 
換え スイ ツチ を H 1GH ( 量 ) に 設定 し て ぐだ さい 。 
田 C り 一 1 4D1 の 場合 

② の み の 接 続 で す 。 


、 注 り この 他 の カラ ー デ イス ブレイ 装置 を ご 使用 に な る と き は 、 付 属 の RG 昌信 


号 用 ケー ブル が 使用 で きる 機種 で 、 ガ つ デ ィ ス プレ イ の 仕様 が 本 機 組 み 
合わ せ 可 能 な 機種 を お 選び ぐだ さい 。 


設 走 ・ 取 扱 上 の 
注意 事項 


こん な と ころ に 置い て て だ さい 


較 風 通し の よい 場所 に 
コン ピュ ユー タ の 温度 上 昇 を 防ぐ だ め 、 キ ヤ ビ ネ ツ ト に は 通風 孔 が あけ て あり 
ます 。 風 通し が 悪く 狭い 場所 に 押し 込ん だ り 布 を ひけ だ り 、 カ ー ペ ッ ト や 布 
団 の 上 に 置い た り し て 、 通 風 孔 を ふさ が な いで ぐだ さい 。 
特に 、 本 機 は 空冷 ファ ン を 使 つ て お り ま す の で 、 コ ンピュータ 本 体 の 右側 に 
は 1 0 cm 以上 の スペ ー ス を と つて で くだ さい 。 

較 泥 気 や ほこ り に 注意 
湿気 の 多い 場所 や 、 ほ こり の 多い 場所 に は 置か ひみ ない で ぐだ さい 。 故障 の 原因 
に な り の ます 。 
特に 空冷 ファ ン に より ほこ り の を 吸い 込む 危険 企 が あり ます の で 、 ほ ご こり の 多 
い 場 所 で の 使用 は さけ て こ < ださい 。 

較 直 射 日 光 を さけ て 
直射 日 光 の 当たる 場所 や 暖房 器具 の 近 こ に 置 ひ みい で こ ご だ さい 。 
キヤ ビ ネ ツ ト や 内 部 の 部 品 、 お よび フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を い だ め る 原因 に な 
り ま す 。 

一 雑音 対策 を 
雑音 の 多い 環境 で は 、 電 源 に 混入 する 雑音 を ライ ン フ ィ ル タマ など ご で 除去 し て 
< くだ さい 。 
ライ ン フ ィ ル タ に つい て は 、 お 買い 上 げ の 販売 店 ま を は も より の お 客 様相 談 
妨 ロ に て ご 相談 くだ さい 。 
まだ RG 日 信号 用 ケー ブル や テレ ビ コ ン トロ ー ル ケー ブル と 、 他 の 電源 コー 
ド に と は で きる だ け 離 し て お 使い くだ さい 。 
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周 販 融 凶 S 沙 対 ・ 障 器 色 し し 


。 ぐふ だ ん 使う と き は こん な こと に 注意 


較 水 や 異物 に 注意 
コン ピュ ユー タマ の 内 部 に 液状 の も の や 、 ま た だ 針 や ピン な どの 金属 物 が 入 つ た ま 
ま 使う と 危険 で す 。 異物 が 入ら な いよ うに 注意 し て ください 。 
特に 水 や 液状 の 異物 が 入 つ だ 場合 は 、 す ぐに 電源 差し 込み プラ ブ を 抜き 、 お 
買い 上 げ の 販売 店 、 ま た は も より の お 客 様相 談 窓口 に ご 連絡 こく だ さい 。 
田 落 こし だ り 、 ぷ ぶつ け だ り し な い 
コン ピュ ユー タ は 精密 な 電子 部 品 で で き て いま す 。 
落と し た り 物 を ぶつ けた だ り し て 、 衝 撃 を 与え な いで こ だ さ い 。 故障 の 原因 に 
な り ま す 。 
画 画 耐 の ヤケ に 注意 
コン ピュ ユー タ に 接続 され て いる ディ スプ レイ 装置 の テレ ビ 画 面 は 、 長 時 間 連 
続 し て 同じ 点 や 画面 を 表示 レ つ づけ る と 、 そ の 箇所 に ヤケ を 生じ る こと が あ 
り ま す の で 注意 し て こく だ さい 。 
圏 コン ビュ ユー マ に 機器 を つなぐ に は 
シャープ 指定 の 機器 を ご 使用 こ だ さ い 。 指定 機器 以外 の 使用 ならび に 改造 は 、 
故障 の 原因 に な る 恐れ が あり ます 。 
一 汚れ を こる に は 
活 れ は や わら か がい 布 に 水 ま た は 洗剤 を 含ま せ て 軽く ふい て くだ さい 。 ベ ンジ 
ン や シン ナー な ご ど 揮発 性 の も の は 使用 し な いで こく だ さい 。 キ ヤ ビ ネ ッ ト の 塗 
料 が 付着 する こと が あり ます 。 
較 つ ゆ つ き に つい て 
結 器 (つゆ つき ) と は 、 だ と えば 暖か い 部 屋 に 冷 を ない 水 の 入 つた コッ プ を 置 
ご と 表面 に 水滴 が つき ます 。 ご の 現象 と 同じ よう に 、 コ ンピュータ の 内 部 の 
精密 部 分 に 水滴 が つこ こと が あり ます 。 ご これ を つゆ つき と 言い ます 。 つ ゆ つ 
き が 生じ ます と 、 コ ンピュータ ガ 誤 動作 する 原因 と も な り ま す 。 


つめ つき は 次 の よう な 場合 に お きやすい の で 、 注 意 し て ぐだ さい 。 
・ 湿気 の 多い 場所 や 湯気 の た ちこ め て いる 場所 。 

・ 寒 い 屋外 から 急 に 暖 が い 室内 に 持ち 込ん だ と き 。 

・ 暖 房 し だ 直後 の 部 屋 や 、 エア コン な ど ご 直接 冷風 の あ だ る 場 所 。 


金 電源 に つい て の 注意 点 


較 電 源 コ ー ド の 取り 扱い は 
電源 コー ド を 机 や イス の 下 に 敷い た り 、 物 に は さん で 傷 を つけ な いよ うに 注 
意 し て くだ さい 。 電 源 コ ー ド に 傷 が つい だ まま 使用 する と 危険 で す 。 
まだ 電源 コー ド を 抜 こ と き は 、 秒 ず 差 し 込み プラ ブ を 正確 に 持つ て 抜い て < 
着き 8 
還 人 へ C1 0 0 V で ご 使用 を 
電源 ・ 電 圧 は AC 1 0 0 V で ご 使用 くだ さい 。 
電源 ・ 電 圧 が 極端 に 高 か つ だ り の 低 が び つ を りす る こと 、 故障 の 原因 に な り 十 分 な 
性 能 が 発揮 で き な い 場合 が あり ます 。 ご の よう な と き に は 、 お 買い 上 げ の 販 
売店 、 ま だ は も より の お 客 様 相談 窓口 に ご 相談 だ さい 。 
玉 電 源 ス イツ チ の ON プ 〇 OFF 上 に つい て 
電源 スイ ツチ の 〇 N プ OFF は 、 1 0 秒 以 上 の 間 了 を あけ て 操作 し て くださ 
い 。 コ ン ピ ユ ー タ の 動作 を 確実 に ける た め に 和 要 で す 。 
まだ 、 ス イツ チ の 入 つ た だ 状態 で 電源 プラ ブ を 抜い た り 差 し を りす る と 、 故障 
の 原因 に な り ま す 。 
な お 、 専用 デイ スプ レイ テレ ビ こ と 組み 合わ せ て 使用 する 場合 に は 、 次 の 手順 
で 電源 スイ ツチ の ON の FF の 操作 を 行 つ て くだ さい 。 


過 英 百 凶 S 沙 光 ・ 隊 沖 - 二 し - 


電源 ON の 場合 ④ 本 体 後面 の メイ ン 電 源 ス イッ ツチ を ON に する 。 
② 本 体 前 面 の 電源 スイ ツチ を ON に する 。 
電源 OF の 場合 ① 本 体 前 面 の 電源 スイ ツチ を OFF に する 。 
②@ 本 体 後面 の メイ ン 電 源 ス イッ ツチ を OFF に する 。 


一 メイ ン 電 源 ス イツ チ と キー ボー ド に つい て 
後面 の メイ ン 電 源 ス イツ チ を ON に し た 状態 で 、 キ ー ボ ー ド を キー ボー ド 接 
続 端 〒 に 差し 込む と 、 誤動作 する こと が あり ます 。 
この 場合 は 、 キー ボー ド に キー ボー ド 接 続 端子 を 差し 込ん だ まま 、 後 面 の メ 
イン 電源 スイ ツチ を OFF に し だ 後 、 再び ON に し て ぐだ さい 。 
一 完全 に 電源 を 切る に は 
コン ピュ ユー タイ 本体 の 前 面 に ある 電源 スイ ツチ を 切 つ を と き 、 POWE ド 表示 
ラン プ は 消え て し まい ます が 、 完全 に 電源 が 切れ て いる わけ で は あり ませ ん 。 
キー に よる テレ ビ コ ン トロ ー ル 、 お よび タイ マ 機 能 が 働く 状態 で す 。 
完全 に 電源 を 切る に は 、 後 面 の メイ ン 電 源 ス イッ ツチ を OFF に し て ご だ さい 。 
一 長 い 問 使わ な い 場 合 は 
長い 間 お 使い に な ら な い 場 合 は 、 ぬ ず メ イン 電源 スイ ツチ を OFF に し だ 後 、 
電源 差し に 込み プラ ブ を コン セン ト ガ ら 抜 いて お いて こ だ さ い 。 


31 


※ 万 一 故障 し た と き や 異 常 を 感じ だ 場合 は 使用 を 中 止 し 、 お 買い 上 げ の 販売 店 、 
まだ は も より の お 客 様相 談 窓 口 に ご 相談 だ さい 。 


| この 取扱 説明 書 に 従 つて 正しく 取り 扱 つ て こ だ さ い 。 


本 機 は 、 第 二 種 情報 装置 (住宅 地域 また は その 隣接 し た 地域 に お いて 使用 
され る べき 情報 装置 ) で 、 住 宅地 域 で の 電波 障害 防止 を 目的 と し た 情報 処 
理 装 置 等 、 電 波 障 害 自 主 規制 協議 会 (VCC | ) 基準 に 適合 し て いま す 。 
し か し 、 本 機 を ラジ オ 、 テ レビ ジョ ン 受 信 機 に 近接 し て ご 使用 に な る と 受 
信 障 害 の 原因 と な る こと が あり ます 。 


第 選 章 


動か し て みる 


ティ スク BASIC を 
走 動 させ まし ょ よう 


ご ご で は 、 専用 ディ スプ レイ と 組み 合わ せ だ 場合 の 、 デ ィ ス クノ BAS 1C の 
起動 万 法 を 説明 し ます 。 

ディ スク BAS | C を 起動 する に は 、 フ ロッ ピー ディ スク を セツ ト し て ガ ら 
本 体 の 電源 を 入れ る 記法 と 、 本 体 の 電源 を 入れ て ガ ら フロ ッ ツ ピ ー デ ィ ス ク を セ 
ツ ト す る 訪 法 の 2 つが あり 、 ど ちら で も が まい ませ ん 。 


[フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を セッ ツ ト し て か が ら 電 源 を 入れ る 場合 ] 


④ 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 スイ ツチ を ON に し ます ( 図 1)。 
電源 が 入る と 約 1 0 秒 で 、 チ ャ ヤン ネル 番号 と と も に 画面 に 映像 が 現れ ます 。 
② コ ン ピ ュ ユー タ 前 面 ト に ビラ 内 の 起動 ディ スク タイ プス イツ チ を "2 HD"( 重 ) に 
し ます 。 
③BAS | C の シス テム ディ スク (CZー8FB 0 2 ) を 、 フ ロッ ピー ディ ス 
ク ド ラ イブ 0 に いれ ます ( 図 2 )。 
イン デック スラ ベル の 貼 つ て ある 面 を 上 に し て 差し 込み 、 カ チ ツ と 音 が する 
と ころ まで 軽 ぐ 押 し 込ん で くだ さい 。 
そし て フロ ント レバ ー を 垂直 に し ます ( 図 3)。 
(フロ ント レバ ー を 横 に し だ まま で は 動作 し ませ ん 。) 
④ 次 に 、 本 体 の 後面 と 本 体 前 面 の 電源 スイ ツチ を ON に し ます ( 國 4 、5)。 


ツ ひみ で 誕 叶 人 叶 財 貸 対 ロ ー の テ の 史 さ 届 っ 


コン ピュ ー タ は 、 フ ロッ ピー ディ スク の 中 か ら 最 初 に 起動 する べき プロ グラ 
の を 探し に いき ます 。 ご れ を 1PL Initial Program Loader) と いい 
ます 。 

1 PL が ガス ター ト す る と 、 画面 が 次 の 順序 で 変 つ て いき ます (画面 1, 2, 
9 


画面 4 


@ 画 面 は 、 次 の 表示 に 変わ り (画面 ら )、NEWON* 田 と 表示 し て カー ソル が 
点滅 し 入力 待ち に な り ま す 。 
最初 の つう ち は そ の まま 昭 | (〈 リ ター ン キ ー) を 押し て ぐだ さい 。 する と OK 
と 表示 され 、 コ マン ド や プロ プラ ム が 入力 で きる 状態 に な り ま す 。 


て う 
_ 人 だ 


NEWON 
BASIC の 命令 。 プ ログ ラム 
で 使用 し な い 命 令 を 削除 し 
て フリ ー エ リア を 確保 し た 
いす る 場合 に 使い ます 。 詳 
し く は 『BASIC リ ファ レン 
スマ ニュ アル 』」 の 「2.1.2 
NEWON」 を 参照 し て くだ 
さい 。 


Printer:CZ-800P 
プリ ンタ CZ-800P の コン 
トロ ー ル コー ド が 本 機 に 設 
定 さ れ て いま す 。 詳し く は 
『「 ア プリ ケー ショ ン ソ フト 
説明 書 』」 の 「 プ リン タ CON- 
FIG」 を 参照 し て くだ さい 。 


シス テム ディ スク (CZ-8 
FB02 の コピ ー に つい て 


付属 の シス テム ディ スク 
は 、 万 一 の 事故 に 備え て あ 
ら か じ め コ ピー を 作っ て お 
き 、 ふ だ ん は コピ ー し た も 
の を 使う こと を お すす めし 
ます 。 コ ピー 方 法 に つい て 
は 「 ア プリ ケー ショ ン ソ フ 
ト 説 明 書 ]」 の 「 デ ィ ス ク ユ ー 
ティ リティ 」 を 参照 し て く 
だ さい 。 


、,o- 選 9 中 果 古 GC は ヘー の らち と 呈 NYNI 、 | 


と て 独 計 四 尊 全 対 つ ー の と c ざ めい 由 - 呈 


[電源 を 入れ て ガ がら フ ロッ ピー ディ スク を セッ ト す る 場合 ] 


ぐ ④ 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 スイ ッ ツチ を ON に し ます 。 

@ ど 本 体 後面 の メイ ン 電 源 ス イッ チ を ON に し 、 続い て 前 面 の 電源 スイ ツチ を 
ON に し ます 。 

③ 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ の コン ピ ユ ー タ モー ド 表 示 ラ ンプ が 点灯 し 、 次 の よ 

うな 画面 が 現れ ます (画面 1 )。 


② シ ステ ム デ ィ ス ク (CZー 8 FB 0 2) を フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク フ ド ライ ブ 0 に 
セッ ト し 、 を 押し て こぐ ださい 。 
@ 画 面 に は 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され ます (画面 2 )。 


画面 2 


ご れ は 、 「 何 番 の ディ スク ドラ イブ ガ ら 読み 込み ます が ガ 」 と 聞い て き て いる 
の で す 。 

いま 、 シス テム ディ スク が セッ ツ ト し て ある の は 、 0 番 の ディ スク ドラ イブ で 
す ガ が ら 、 テ ン キ ー の [9] を 押し ます 。 


⑥ 続 いて 画面 に は 、 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます (画面 3 )。 


画面 3 


いま 、 ディ スク ドラ イプ に セツ ト に し て ある の は 、1 M パ イト (X 1 フ オ ー マ 
ッ ト ) の 5 イン チ フ ロッ ピー ディ スク で す ガ が ら 、 テ ン キ ー の [2] を 押し ます 。 
泰司 まで の ディ スク ドラ イプ つい て は ほ 、「 コ ユー ザー ズ マ ニコ アル MI デ 
ィ イス ク の 使い 方 」 の 項 を 参照 し て ぐだ さい 。 


⑦1PL が ガス ター に ト し ます 。 
画面 は 次 の 順序 で 変わ り ま す (画面 4, 5, 6)。 


@ 画 面 は 次 の よう に 変わ り (画面 7)、NEWON* 圏 で 入力 待ち に な り ま す 。 
最初 の うち は 、 そ の まま [ 同 | (リタ ー ン キー) を 押し ぐだ さい 。 
する と 〇 に と 表示 され 、 コ マン ド や プロ ブラ ム が 入力 で きる 状態 に な り ま す 。 


画面 7 


注 ) @ の T : Timer に つい て は 「 ユ ー ザ ー ズ マニ ユア ル 」 の 「 テ レビ コン トロ 
ー ル 」 を 参照 し て くだ さい 。 

注 ) @ で カセ ツ ト テ ー プ や ROM ガ が ら プ ロ プ ラム な ご ど を 読み 込む 場合 、 そ れ ぞ 
れ [CI 、[ を 押し ます 。 


電源 を 入れ る と き の 注 意 点 


本 機 と 専用 ディ スプ レイ テレ ビ を 組み 合わ せ て ご 使用 に な る 場合 、 専 用 ディ 
スプ レイ テレ ビ の 主 電源 が * 入 "CON) の 状態 だ と 、 本 機 の 電源 スイ ツチ の 操作 
に より 、 次 の よう な お 動作 を し ます (本 機 後面 の メイ ン 電 源 ス イツ チ は ON の 状 
態 で す )。 

画 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 が 〇 OFF の 状態 で 、 コ ンピュータ 本 体 の 電源 
を ON に する と 専用 ディ スプ レイ テレ ビ も ON の 状態 に な り 、 コ ン ピ ユ ー タ マイ 
モー ド の 画面 が 表示 され ます 。 

画 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ と コン ピ ユ ー タ 本 体 の 電源 スイ ッ ツチ が ON の 状態 で 、 
本 体 の 電源 スイ ツチ を 先 に OF 上 に する と 、 画面 が コン ピュ ユー タモ ー ド ガ ら 
テレ ビ モ ー ド へ と 自動 的 に 切り 換わり ます 。 


ひこ 放 計 穫 護 時 の ーo の >mNa ュ Jl 壮 請 議 較 


江 こ ご 還 き さ ざ ヽ 由 ー( ロ J 還 こ 加 


We に ーー ティ スク の 
取り 扱い に つい て 


引っ 国有 二 ディ スク タク 選 計 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク と は 、 薄い ポリ エス テル 円 板 に 磁気 体 を コー ディ ング し 、 
磁気 に よ つ て 記録 で きる よう に し だ も の で 、 塩 作 ビ ニー ル の ジ ヤ ケ ツ ト で 包ま 
れ て いま す 。 ご これ を ドラ イブ 装置 に セツ ト し て 、 人 外部 記 憶 装置 と し て 使い ます 。 
外観 は 図 1 の よう に な つて お り 、 書 き 込 みや 、 読 み 出 し は ヘッ ドウ イン ドウ の 
両側 に 接触 する 磁気 ヘッ ツ ド に よ つ て 行わ れ ま す 。 


田 ラ イト プロ テク フト ン ッ チ は 記録 の 保護 機構 で 、 こ こ に 保護 用 紙 (プロ テク ト 
シー ル ) を 貼 つ て お ぐ と 、 書 き 込 み が び で き な い 状態 と お な お り 、 フ ロッ ピー ディ 
スク に 記録 きれ て いる デー タ や プロ ブラ ム が 保護 され ます 。 

較 イ ン デ ックス ホー ル は フロ ッ ピ ー デ イィ スク に 記録 きれ ね て いる デー タ や 、 プ ロ 
グラ ム を 読み 出す と き の 起 点 と な る と ころ で す ガ ら 、 ふ ぬ ふさが な いよ うに し て 
ぐだ さい 。 


ンー ラベ ル 
ライ ト プ ロ テク トノ ッ チ 
セン ター ホー ル 
(@P イン デック ス ホ ー ル 
- ヘッ ドウ イン ドウ 


ヘッ ド 接 触 面 


ンー、 セ クタ ー」 セク ター 
x29 きろ タ 、 


5 ! 26 7 


^S 


ぐ 


ミニ ニン ン 


月 シリ ンダ ー76 
グー シリ ンダ ー75 


図 2 5?2HD タ イプ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


2 _ フロ ッ ビ ピー ディ スク へ の 書き 込み と 読み 出し 


本 機内 需 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク ド ライ ブ で 使用 で きる フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 
両面 高密 度 (2HD) と 面 面 倍 密度 (2 D) で 、 記 簡 容量 は 1 枚 あ た り 1 M バ 
イト 〈2HD) と 3 2 0 K バ イト (2D) で す 。 

フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク へ の 書き 込み や 読み 出し は 、 デ ィ ス ク を 回 転 させ 磁気 へ 
ツ ド が 接 す る 同 羽 円 上 で 行い ます 。 図 2 の よう に 、 ト ラッ フク は 半径 方 向 に 分 
割 し だ た リ ンプ に つい て の 区 分 で 、 円 周 方 向 に 分 割 す る う も の に つい て は セク タ と 
いう 区 分 に な つて いま す 。 ご これ ら は フロ ッ ピ ー デ イィ ス フク に 書き 込み や 読み 出し 
を 管理 する 単位 と し て 用 いま す 。 


ーー 注意 2 D ウ タイ プ の ディ スク へ の 書き 込み に つい て 
本 機内 蔵 の ディ ス フ ド ライ ブ で 1 度 書き 込ん だ 2 D タ イプ の ディ スク フ は 、 
本 機 以 外 の ディ ス フ ド ライ ブ で は 読み 込み が で きま せん 。 

たと えば 市 販 の ソフ トウ ェ ア (ワー プロ 、 ゲ ー ム な ど ) の 中 に は 、 動 作 中 
に デー タ を 書き 込む も の が あり ます 。 こ ご の 場合 に 、 一 度 書き 込み を 行い ま 
す と 、 本 機内 蔵 の ディ ス フ ド ライ ブ で 使用 する 上 で は 問題 あり ませ ん が 、 
その ソフ トウ エア を 本 機 以 外 の ディ スク フ ド ライ ブ で 動作 させ だ 場合 、 正 党 
に デー タ の 読み 込み が で きなこ な り ま す 。 


活 こ 計ら ざさ 過 ヽ 届 一 ロ J 2 
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写真 


3 取り 扱い 上 て の 7 つの 注意 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 、 プロ プラ ム や デー タマ を 収め る フ ア イ ル で す 。 傷 を つ 
け だ り 損 ね だ りす る と 、 苦 労 し て 作 つ を プロ グラ ム が 、 一 瞬 に し て 水 の ア ワ と 
いつ こと に も な り が ね ませ ん 。 

次 の / つの 点 に 注意 し て 、 正しく 取り 扱 つ て くだ さい 。 


④① ド ライ ブユ ニッ ト の モー タ 回 転 中 (表示 ラン プ 点 灯 中 ) は 、 絶 対 に フロ ント 
レバ ー を 動か みさ な い ( 図 1) 
回 転 中 は 、 ディスク ドラ イブ の ヘ ツ ド が 接触 し た 状 態 に な つて いま す の で 、 
ご の 状態 で フロ ント レバ ー を 動 ガ お す と 、 フ ロッ ピー ディ スク ガ が 破壊 され る ご 
と が あり ます 。 
② フ ロッ ピー ディ スク を ユニ ッ ト に 挿入 し だ まま 放置 し な い 
ゴミ な ご が 入り 、READ エ ラー が 生じ る 原因 に な り ま す 。 長 時 間 使用 し な 
いと き は 取り は ざ ず し て 、 必ず エン ベロ ー プ に いれ て 保管 し て くだ さい 、。 
③ 記 録 面 ( ヘ ツ ドウ イン ドウ ) を 指 で 且 ら な い (写真 2 ) 
汚し を だり 傷つけ る と 、 誤 動作 の 原因 に な つ だ り の 使用 不能 に な つ だ り し ます 。 
②③ 磁気 を 近づけ な い 
磁気 を 帯び だ 物質 や モー ター な どの 磁気 を 発生 する も の に 近づけ る と 、 フ ロ 
ツ ピ ー デ ィ ス ク の 内 容 を 壊し て し まい ます 。 
⑤ イ ン デ ックス ラベ ル の 書き 込み に は 注意 を (写真 3 ) 
ラベ ル へ の 書き 込み は ジ ヤ ケ ツ ト に 央 る 前 に 行う ひか 、 す で に ラベ ル ガ が 貼ら れ 
て いる 場合 に は ソフ トペ ン を 用 いて こく だ さい 。 ボ ー ル ペン な ど 先 の ガ だ いも 
の で 書 て と 、 フ ロッ ピー ディ スク を 傷つけ ます 。 
曲げ を り し な い (写真 4 ) 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 曲げ だ り 、 折 つ を のり し な いで ぐだ さい 、。 使用 不能 に な 
り の ます 。 
⑦ 直 射 日 光 は 避け 5 0 'C 以 上 の 場所 に は 置か ない 
フロ ッ ピ ー デ イス ク の 保存 温度 は 4'C ー 52"C で す 。 ご の 範囲 を 越す と 、 
ジャ ヤケ ッ ト が 変形 し 使用 不能 こ に な り ま す 。 
また だ 、 保管 場所 と 使用 場所 の 環境 条件 が 異な る 場合 は 、 し ば ら ご 放置 し て 、 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 温度 が まわ り の 温度 と 同じ こら い に な つて ガ か が ら 、 使用 
じ レ で ご 大 きい 。 


キー エ ポ 一 簡 護 
操る た め に 


1 各部 の 名 称 


本 機 の キー ボー ド は キヤ ラク タキ ー、 特 殊 キ ー、 テ ン キ ー (数 値 入 カ キー)、 
カー ソル コン トロ ー ル キー、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 5 つの プロ ッ ク で 構成 され 
て いま す 。 使い 亡き タイ プラ イタ ー と ほぼ 同じ 要領 で す 。 la 

キー ボー ド に 配置 され て いる 大 部 分 の キー は 、 [Sr ]、 ww 、|e 絹 、| ヶ | の 
名 キー と の 組み 合わ せ で 、 文 字 、 数 字 、 記 号 や ブラ フィ ッ フ シン ボル な ど が 表 
現 で きる マル チキ ー で す 。 

まだ 、 同じ キー を 約 1 秘 以上 押し 続け る こ 、 そ の 文字 が 連続 し て 入力 で きる 
リピ ー ト 機能 を 持つ て いま す 。 


注 )LGTRL | 十 [coPY と は 、[ crTRL ] を 押し な が ら LCoPY 許 押 す と いう 操作 を 表し 
て いま す 。 十 の 意味 を 覚え て お いて ぐだ さい 。 


ファ ンク ショ ン キ ー 特殊 キー テン キー (数 値 入 力 キー) 


呈 還 加 加 本 右 可 画 豆 回 右 
出 出 時 


キャ ラク タキ ー 特殊 キー カー ソル コン トロ ー ル キー 
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n さ せ ひ 竜 叶 テ ー キ ー ト 較 還 請 証 


mn きせ W 落 叫 テ ー キ ー せ の 


KMODE0 
BASIC の 命令 の ひと つ で 、 
表示 する 文字 の 指定 を 行い 
ます 。 KMODE1 は お も に 日 
本 語 表 示 の と き に 指定 し 、 
KMODE0U は お も に セミ グ 
ラフ ィ ッ ク 文 字 を 使用 する 
と き に 用 いま す 。 


キー ドッ プ ラペ ル 
の セッ ト 方 法 

各 キ ー に 対応 し た キー トッ 
プラ ベル を 添付 し て いま 
す 。 図 の よう に 対応 する 
キー に 貼っ て お く と 便利 で 


す 。 
。 急 
ズ ケ 
AAK | ア 
コ | 
た | 
ノ 」 〇 
ご ー 
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g | キラ タダ 外 キー 


田 ノ ー マ ル モー ド 
1 つの キャ ヤラ クタ キ ー に は 2 一 4 種類 の 文字 、 数 字 記 号 が 記さ れ て いま す 。 
ご の うち の どれ を 画面 に 表示 させ る が の 操作 方 法 を 、 次 の 2 つの キー を 例 に 
説明 し ます 。 
な お 、 キ ヤラ クタ キー は 押し 続け る と リピ ー ト 機能 こと より 、 そ の 文字 は 連続 
し て 入力 され ます 。 


3…… そ の まま | を 押し ます 。 
本 ee 
#……[SHiFTI キ ー を 押し な が ら ? | を 押し ます 。 
じ CE [2 キー を ロッ フレ し て 、 そ の まま | を 押し ます 。 
ア ……! カ ナ キ 一 を ロッ ク し て [sgiFrI キ 一 を 押し な が ら 
Pz 和 | を 押し ます 。 
区 8 ほ 詐 キ ー を ロッ フレ し て 、 そ の まま を 押し ます 。 
[Sir キー を 押し な が ら E。 を 押し ます 。 
.… そ の まき ド 。 を 押し ます 。 
区 5 ぼ 填 キ 一 を ロッ ク し て 、 [SHrFTj キ ー を 押し な が ら E。 を 押し 
ィ ます 。 
較 1 [キー を ロッ フレ て 、 そ の まま 。 を 押し ます 。 
イ ……: 芝 チキ ー を ロッ ク し て 、 [SrrFrI キ ー を 押し な が ら E ィ を 押し ま 
富 。 


一 プ ラフ ィ ッ フフ モー ド 

(ご の 表示 は KMODE 0 * が 指定 され て いる と き に の み 表 示 可 能 で す 。) 
ブラ フィ ッ ク フシ ン ボ ル (記号 や 図形 、 漢字) は 、 作 表 や 特殊 な 表示 な ど に 利 
用 で きま す 。 

首 キ ー に 対応 する ブラ フィ ッ ク シ ン ボ ル は 次 の 図 の と お り で す 。 画面 に 表示 
する に は 、|sww を 押し な が ら 対 記す る キー を 押し ます 。 


| ーー た 99 四 四 口 画 口 人 罰 ー っ 
還 較 … 閉 因 閉 国 還 国 還 図 図 関 回 二 回 回 細則 


レー- ロロ ロロ 回 画 画 画 画 | 生 〒 
・「: 環 還 昌 間 ・ … 


硬 5 0 音 順 モー ド 
ヶ み | を ロッ フレ て 、 キ ー ボ ー ド 左側 面 の スラ イド スイ ッ チ を 日 側 こ する と 、 
5 0 音 順 モー ド に 切り 換わり 、 カ タカ ナガ が 5 0 音 順 配列 に な り ま す 。 小文字 
や 記号 な ど は 、 [SmFr ] を 押し な が ら 対 訪 す る キー を 押せ ば 表示 で きま す 。 


TE ーー 


レー ms ダナ チ ナッ ナ セコ 8 ウラ ラテ Pe 


w 毅 | っ | 劉 措 | ER 


一 cr StA SE c ホ ニー 上 こし に 。 コ し 


3 特殊 キー 


年 (ンド ト キー) 

キヤ ラク タキ ー の と ころ で 使い まし だ が 、 を 右 に 各 1 個 ず つ あ り 、 タイ プラ 
イタ 同様 これ を 押し て いる が いない お ガ に よ つ て 、 ア ルフ ァ ベ ッ ツ ト の 大 文字 
小文字 の 切り 換え が で きま す 。 


ーー 


一 (キヤ ビタ ル ロ ッ フク キー) 

キャ ラク フタ キー の と ころ で 使い まし た が 、 こ の キー を ロッ ク 状 態 こ し て お ぐ 
と その まま 大 文字 で 入力 で き 、 [Sr ] を 押し な が ら だ と 小文字 で 入力 で きま 
す 。 

この キャ ピタ ル ロ ッ フク キー は アル ファ ベツ ト の み に 作 用 し 、 他 の キー に 影 
を 与え ませ ん の で プロ ブラ ム を 組む 上 で 便利 で す 。 


図 
に 


図 3 


較 > (カナ モー ドキ ー) 
キャ ラク タキ ー の と ころ で 使っ た を よう に 、 カ ナ 文 字 を 入力 する と き に ロッ フク 
し て 使い ます 。 


きせ の 澄 記 テー キー サ < 


一 [| |( ス ペー スキ ー) 
文字 列 の 区 切り な ご 、 ス ペー ス (な に も が ガ お れ て いな い 空 白 ) を 入れ る と き 
に 使い ます 。 [| __ | を 1 回 押す と 1 文字 分 の スペ ー ス が あき 、 押 し 続け る と 
| リピート 機能 が 働き 、 ス ペー ス を 続け て 入力 で きま す 。ABCL___|DEF 
の 順 で キー を 押す と 、C と D の 間 に ス ペー スガ が 入り ます 。 


田 [ 当 | (キヤ リッ ジリ ターン キー……CR キ ー) 

キヤ リッジ リタ ー ン キー は 、 メ イン キー と テン キー (数 値 入力 キー) 部 に 1 
つ ざ ずつ あり 、 ど ちら も 同じ 働き を し ます 。 文字 列 を キー 入力 し この 同 | を 最 
後に 押す と 、 そ の 行 の 内 容 が コン ピュ ー タ の メモ リ に 記 憶 され 、 カ ー ソ ル が ガ 
炊 の 行 の 先頭 に 物 動 し ます 。 

だ と えば 、 

刈田 還 貼 則 田 ビ コ 

の よう に 操作 する と 画面 は 図 1 の よう に な り 、 次 の 入力 を 待つ 状態 に な り 
ます 。 


図 
に 


画 2 記 (フリ アホ ー ム キー) 

④① そ の まま クリ アホ ー ム キー を 押す と 、 画 面 に 表示 され て いる 内 容 は 消え ず に 
カー ソル ガ が 画面 の を 上 に 戻り ます ( 図 1 - 2 )。 ここ が ガ カー ソル の ホー ム 位 
置 で す 。 


②LSsHiFT | 十 旋 引 で 画面 に 表示 され て いる 内 容 が 消え 、 カ ー ソ ル が ガ ホ ー ム 位置 に 
戻り ます ( 図 1 っ 3)。 


較 | 説 | (イン サー ト ・ デ リー トキ ー) 


の [ST | 店 | で 、 カ ー ソ ル と 重 な つて 表示 され て いる 文字 と それ よ の 右側 の | 議 記 
文字 列 が 1 文字 分 右 に 秘 動 し 、 1 文字 分 の スペ ー ス が 確 全 さ れ ま す 。 押し 続 還 還 


ける と リピ ー ト 機能 が 働き ます 。 
abCGf の 文字 列 の C と ら と の 間 に d を 挿入 て インサート) ざる 場合 は 、 
カー ソル を ら の 位置 に 物 動 し ます ( 図 4 )。 
[sr | 虐 | と する と 、C と @ の 間 に ス ペー ス が で きま す ( 図 5 )。 
そこ で 、[ ロ | を 押し て d を イン サー ト し ます ( 図 6 )。 
②@ そ の まま | 店 | を 押す と 、 カ ー ソ ル の 左側 に 表示 され て いる 文字 が 抹消 (デリ 
ー ト ) され 、 そ れ よ のり 右側 の 文字 列 は 1 文字 分 左 に 移動 し ます 。 押 し 続け る 
と リピ ー ト 機能 が 働き ます 。 
abChd@ の 文字 列 の h を デリ ー ト する 場合 は 、 回 で カー ソル を d の 位 
置物 動 し ます ( 図 7 )。 
| 庵 | を 押す と h ガ デリ ー ト され ます ( 図 8 )。 


一 [BReak |( プ レー クキ ー) 
プロ グラム の 実行 を 停止 させ だ い 場 合 、 [Sir ] を 押し な が ら こ の ブレ ー ク キ 
ー を 押す と 、 プ ログ ブラ ム の 実行 を 中 断 (ブレー ク を ける) する こと が で き 
ます 。 
図 9 の プロ ブラ ム は 、 アル ファ ベッ ト の A を 画面 いつ ぱい に 書か せる プロ 
プラム で すき 。 実行 きせ る と A を 永久 に 書き 続け る の で 、 一 時 停止 させ る に 
は [Sr [Reak」 と 操作 し ます 。 
再度 実行 きせ た いと き は 、 カ ー ソ ル の 位置 に RUN を 入力 し [ 同 | を 押し ます 
( 國 1 0)。 


画 | crRL | (コン トロ ー ル キー) 
コン トロ ー ル キー は 定め られ だ 他 の キー と 組み 合わ せ て 使う と 、 様 々 な コン 
トロ ー ル が で きま す 。 操作 方 法 は 、 二 の コン トロ ー ル キー を 押し な が ら 該 当 
する キー を 押し ます 。 
だ と えば [ST 寺 [G| で 、 ピッ と いう つう 音 (ベル ) が 出 ま す 。 
コン トロ ー ル キー と 組み 合わ せ て 、 使 用 で きる キー と その 内 容 に つい て は 、 
「BAS 1C リ ファ レン スマ ニュ アル 』」 の 付録 「 コ ント ロー ルコ ー ド 表 」 を 
参照 し て くだ さい 。 
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= cr *+ AN SEc ヘ ーー ーー ニニ トル 


ーー 


一 |H TAB| (水平 ツタ プ キ ー) 
ご の 水平 タブ キー を 押す と 、BAS | C の 初期 設定 状態 で は カー ソル が 8 文 
守 単 位 で 右 へ 秘 動 し 、 当 行 の 頭 捕 え が 行え ます 。 
な お 、 水 平 タ プ の 位置 は 任意 に 再 設定 する こと が で きま す 。 
水平 タプ の 抹消 と 再 設定 に つい て は 、 「 ユ コー ザ ー ズ マニ ュ ユア ル 』」 の 「 プ ログ ブラ 
ム の 編集 」 を 参照 し て ぐだ さい 。 


還 xx (プラ フィ ッ ク フキ ー) 
プラ フィ ッ フ シン ボル (記号 や 較 形 、 漢字 ) を 表示 させ る と き に 使い ます 。 
前記 「 プ ラフ ィ ッ フ モ ー ド 」 を 参照 し て こ だ さ い 。) 


一 |FSg- |( ロ ー ル アツ プ キ ー) 
テキ スト 画面 テキ スト 画面 * の カー ソル の ある 行か ら 上 を 、 1 行 ず つ 上 に ス フ ロ ー ル し ま 
モ キー ボー ド か ら 人 入力 し た 文 ro: 財 
1  。 字 や 、 プ ログ ラム の リス ト 
ト など を 表示 する 画面 で す 。 
トド | Bsss | (ロー ル ダ ウ ン キ ー) 
テキ スト 画面 の カー ソル の ある 行か ら 下 を 、 1 行 ず つ 下 に スク ロー ルレ ます 。 
『 較 [coEY |( コ ピー キー) 
④① そ の まま 押す と 、 テ キス ト 画 面 の 文字 ・ 記 号 な お ど を コピ ー し ます 。 
@②[smiT | coPY | で 、 テ キス ト 画 面 を プリ ンタ に コピ ー し ます CHCOPY 
と 同じ )。 
グラ フィ ッ ク 画 面 ③ wwl 十 [GoY ] で 、 プラ フィ ッ ク 画 面 * を プリ ンタ に コピ ー し ます (CHCOP 
ドッ ト に よる 図形 を 表示 す Y 0 と 同じ )。 
ok @④[ rr [coPY | で 、 テ キス ト 画 面 た ブラ フィ ッ ク 画 面 の 両方 を プリ ンタ に 
コピ ー し ます CHOCOOPY 4 と 同じ )。 
圏 | her |( ヘ ルプ キ ー) 
日 本 語 処理 画面 日 本 語 処 理 画面 * で 、 日 本 語 処理 入力 画面 と 入力 処理 モー ド 画 面 と を 切り 換え 
ロー マ 字 また は カナ で キー ます 。 


入力 を し て 、 漢 字 や ひら が 
な に 変換 する 画面 で す 。 
( 例 ) 田 ::gs ( 変 換 キ ー) 


[smer ] 二 xrm で 、 日 本 語 処 理 画面 に な り ま す 。 

日 本 語 刀 理 画面 で 、 同 じ よ うに [SRWT em| と する と 元 に 戻り ます 。 日 本 語 
処理 画面 で その まま [wl と す る と 、 間 接 入力 し を ひら ガ な や カタ カナ を 漢字 
に 変換 し ます 。 

詳し < は 、 「 ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ア ル 」』 の 「 日 本 語 処 理 」 を 参照 し て くだ さい 。 


4 カー ソル コン トロ ー ル キー (回 國 岡 固 ) 


画面 上 で 点滅 し て いる カー ソル を 、 左 、 右 、 上 、 下 に 移動 させ る と き に 使い 
ます 。 押 し 続け る と リピ ビー トド 機能 が 働き を 、 カ ー ソ ル は 続け て 秘 動 し ます 。 
員 に 1 行 分 上 へ カー ソル ガ が 秘 動 し ます 。 
回 …… 1 文字 分 友 へ カー ソル ガ 秘 動 し ます 。 
回 …… 1 行 分 下 へ カー ソル が ガ が 秘 動 し ます 。 
団 … 1 文字 分 右 へ カー ソル ガ が 秘 動 し ます 。 


5 テン キー( 数 値 入 力 キ ー) 


テン キー は だ ぐさ ん の 数 値 デ ー タ を 入力 する と き に 便利 な よう に 、 独 立 し て 


キー ボー ド の 右側 に 配置 され て いま す 。 そ の まま 押す と 、 キ ー に 記さ れ だ 数 や 図 1 


内 容 が 入力 で きま す 。 
[| …… 乗 算 の X 記 号 の 意味 を 表し ます 。 
レ | ……- 割 算 の ー 記 号 の 意味 を 表し ます 。 


だ と えば 、 
12. 3X45 十 6 7 一 8=9 を 計算 する 場合 は 、 図 1 の よう に 入力 し ま 
す 。 そ し て 、〔 癌 | を 押す と 計算 が 実行 され 答え が 表示 され ます ( 図 2 )。 
(ここ で 使っ た PR 1 NT と いう 命令 は 、 画 面 に 計算 結果 を 表示 し な さい 
と いう 意味 を 持つ て いま す 。) 


生き させ の 落 際 テー キー ササ の 


訓 き せめ 溢 叶 テー キー 


ファ ンク ショ シンキ ー 
の ラベ ルセット 方 
2 

ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 
を 表示 する た め の ラ ベル 
(ファ ンク ショ ン ラ ベル ) 
を 添付 し て いま す の で 、 こ 
れ に ファ ンク ショ ン 内 容 を 
記入 し て 、 貼 っ て お く 〈 と 便 
利 で す 。 
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フ プ ァ ンク 多 ヨン キー 


キー ボー ド の 一 番 上 の [_F1 ト { Fs に 書か れ だ ファ ンク ショ ン キ ー は 、 あ 
ら が じ め 設 定 さ ね て いる 文字 列 を 、 こ の キー 1 回 の 操作 で 入力 で きる も の で す 。 
だ た と えば 、 キ ー 操 作 を IFILI]ILI [E| IS 
け で 、 画 面 に F 1 LES と 表示 され る よう に な つて いま す 。 


ファ ンク ショ ン キ ー の 数 は 5 個 で す が [sr ] 


r 選 | と 入力 せ ず に 


F1 ] を 1 回 押す だ 


と の 併用 で も う 5 種類 、 計 1 0 


種類 の ファ ンク ショ ヨン 機能 を 持た せる こと が で き 、 文字 列 〈 最 大 1 5 文字 まで ) 
も 任意 に 再 設定 する こと が で きま す 。 
本 機 で は ファ ンク ショ ン 機 能 を 、 次 の よう に 設定 し て ます 。 


その まま 押す SHIFT] キ ー を 押し な が ら 押 す 
F1 FI FILES 癌 | Fe LoAp 
| F2 | F 2 ? TiMES F 7 WIDTH 
F3 F 3 KEY F 8 CHRS$ ( 
F4 F 4 LisT F 9 PALET 
F5 F5 RUN FI0 coNT 


専用 ディ スプ レイ 


テレ ヒビ の コン トロ ー ル 


テン キー (数 値 入力 キー) お よび カー ソル コン トロ ー ル キー を 、 そ れ ぞ れ 


[SHiT ] と 組み 合わ せる こと に よ つ て 、 キ 


ー ボ ー ド ガ ら 直接 、 専 用 ディ スプ レイ 


テレ ビ を コン トロ ー ル で きま す 。 キ ー 入 力 と コン トロ ー ル の 内 容 は 、 次 の と お 


の で です 。 

キー 入力 コン トロ ー ル 内 容 参考 
SHIFT ] + [人]]  " チ ヤ ン ネ ル 1 が 選 局 で きま す 。 CHANNEL 1 
SHIFT 」 + [2| "チャンネル 2 が 選 局 で きま す 。 グリ 8 
SHIFT |] + [3}) チ ヤ ン ネ ル 3 が 選 局 で きま す 。 ん 。? 
SHIFT ]+ [4| チャ ヤン ネル 4 が 選 局 で きま す 。 ク 4 
SHIFT 」+ [5| "チャ ヤン ネル 5 が 選 局 で きま す 。 人 語 業 
SHIFT | + [6] チャ ヤン ネル 6 が 選 局 で きま す 。 9 っ 要 
SHIFT ]+ [7Z| チャ ヤン ネル 7 が 選 局 で きま す 。 sa 導 選 
SHIFT ] + [8] チャ ヤン ネル 8 が 選 局 で きま す 。 生生 
SHIFT ] + [9)】 チャ ン ネ ル 9 が 選 局 で きま す 。 必 9 
SHIFT | + チャ ン ネ ル 10 が 選 局 で きま す 。 ク 10 
SHIFT ] + 天 | チャ ン ネ ル 11 が 選 局 で きま す 。 者 
SHIFT ] + 円 チャ ン ネ ル 12 が 選 局 で きま す 。 2 侍 
SHFT] + [6 音声 ミュート (音声 出力 を 一 時 的 に カッ ト し ます ) 

と な り 、 も う 一 度 押 す と 解 際 さ れ ま す 。 

SHIFT | + は | テレ ビ 放 送 と コン ピコ ユー タ 画 面 を 重ね 合わ せま す 。 CRT 2 
SHIFT | + | テレ ビ 画 面 に 切り 換わり ます 。 CRT 0 
SHIFT | + コン ピュ ユー タタ 画面 に 切り 換わり ます 。 CRT 1 
SHIFT | 音量 が ノー マル 位置 に な おり ま す 。 
SHIFT |+ [ 音量 が アッ プ し 押し つづ ける と 最大 に な り ま す 。 
SHIFT ]+[& 音量 ガ ヅ ダウ ン し 押し つづ ける と 最小 に な り ま す 。 
SHIFET]+ 語 チャ ヤン ネル アッ プ で 1、2… 一 12 と 順次 変化 し ます 。 
SHIFT ]+[ チャ ヤン ネル ダウ ン で 12、11…ー1 と 順次 変化 し ます 。 
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ミー ロー ナ V 昌 ST で | へ で JH 角 舞 7 


外 ス ー パ ー イ ン ボ ポーズ に つい て 

[smFr は | で 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 画面 に 、 コン ピュ ー タ 画像 を 重ね 
て 表示 で きま す 。 こ ご これ を スー パー イン ポー ズ と 言い ます 。 

これ は 本 機 の 特長 の 一 つ で 、 こ の 機能 を 使 つ て テレ ビ を 見 な が びら プロ ブラ ミ 
ング ブ を し た り 、 テレ ビ に メッ セー ジ を 流す な ど 、 本 人 の 工夫 次 第 で いろ いろ な 
楽し み 万 が で きま す 。 

な お スー パー イン ポー ズ 画 面 に する と き は 、 コ ンピュータ 画面 の 背景 の 色 は 
時 に し て お いて こ だ さ い 。 


注 ) 高 解 父 度 ディ スプ レイ モー ド で は スー パー イン ポー ズ は 使用 で きま せん 。 


市 販 ソ フト ウェ ア の 
_ 動か し 方 


X 1 tuFDo は 、X 1 turbo シリ ー ズ 、 X 1 シリ ー ズ 用 の ソフ トウ ェ エア も 
使用 で きま す 。 市 販 ソ フト ウェ ア に は 、 次 の よう な マー ク が つい て いま す 。 


g)1X 1 tuTDO | で の X 1 tUrDo 選 専 用 の ソフ トウ エア で す 。 
メデ ィ ア は 5 イン チ 2 HD 版 で す 。 
アナ ロブ グ RGB 対応 の ディ スプ レイ ガ が 邊 要 で 
9 


1 LNBoHD)] "9 X 1 tuFDO, X 1 turbo シリーズ 用 の 


ジラ] Mg2 me あ 選 TK 床 
メデ イア は 5 イン チ 2 HD 版 で す 。 

GOIX1 tuFBDO| … で "oo X 1 turbo 乙 , X 1 tulrbO シリ ー ズ 用 の 
keP/ (8 が eaaro 


dQ) IX1 ン C ど ング G ン turbol| 


X 1 tUFbo 選 、X 1 tulhDoO シリ ー ズ 


yl 証 二 
ct II、 4 で も X 1 シリ ー ズ で も 使 用 で きる ソフ ト 
ウエ ア で す 。 
turbO 


※X 1 tUTDO と X 1 シリ ー ズ で は 、 画面 や 機能 に 多少 異な る 場合 が あり ます 。 


馬 人 リ ー ズ | ………… の マ お も に X 1 シリ ー ズ 用 に 作ら れ た ソフ トウ エ 


ア で す 。 


な お 、QdQ) と @) マー ク の ソフ トウ エア は 、 標 準 / 高 解 優 度 切り 換え スイ ツ 
チ を STANDARD (一 ) に し て ガ ら 起動 し て くだ さい 。 ま だ 、Qd) マー ク の 
ソフ トウ エア の 中 に は 高 解像度 で 動作 する も の も あり ます 。 

C う , d) @G) マ ー ク の ソフ トウ エア は 、 起動 ディ スク フタ イプ スイ ッ ツチ を 

"2D" (一 ) に し て ガ ら 起動 し て くだ さい 。 


scy き Sanuzuvja 較 還 議 


でき 畔 S き 日 さ ナ J ベ 用 半 に 。 


1 メディ ア の 種類 


メデ ィ ア (媒体 ) に は 、 次 の よう な も の が あり ます 。 

6 イフ チ 2HD タ イプ フロ MM ピーチ ティス ク 版 

05 イン と 軸 ジ イ ブ プ フ つ FnM ロ ピー ディ スク フ 仮 

の サイ 0 イン フー 当 ル スク 衣 
(これ を 使用 する に は 、 オプション の コン パク ト フ ロッ ピー ディ スク ドラ 
イプ ズー 3 0 0F ガ 和 め 要 で す 。) 

カセ ツ ト テ ー プ 版 
(これ を 使用 する に は 、 オ プシ ョ ン の デー タレ コー ダ CZー8RL 1 がめ 
要 で す 。) 


2 一 般 的 な 起動 方 法 


詳し く は 、 そ れ ぞ れ の ソフ トウ エア 説明 書 を 参照 し て くだ さい 。 

市 販 ソ フト ウエ ア は 、 プ ログ プラム 作成 方 法 に より 起動 方 法 が 異な り ま す 。 
まだ た 、 ソ フト ウエ アガ が 標準 ディ スプ レイ モー ド ( 縦 2 0 0 ライ ン ) 用 が 高 解 
像 度 デ ィ ス プレ イモ ー ド ( 縦 4 0 0 ライ ン ) 用 が を 確認 し た の ち 、 標 準 / 高 解 
優 度 切り 換え スイ ツチ を 、 標 準 な ら ば STANDARD (一 ) に 、 高 解像度 な ら 
ば HIGH ( 量 ) に 設定 し ます 。※X 1 シリ ー ズ 用 の ソフ トウ エア は STAN- 
DARD に し て ぐだ さい 。 

まだ 、 本 機内 蔵 の ディ スク ドラ イブ を 2HD と し て 使用 する 場合 は 、 起 動 デ 
ィ イィ ス クタ イプ スイ ッ ツチ を “2 HD ( 量 "” に 、2 D と し て 使用 する 場合 は "2 D 
(一 アア に 設定 し て くだ さい 。 


BAS | C で 組ま れ ね を だ ソフ トウ ェ エア (ディ スン 版 ) 


④BAS | O を 起動 させ ます 。 
CBAS | CO の 起動 方 法 に つい て は 、 前 記 「 デ ィ ス フク BAS | 〇 を 起動 させ 
まし よう 」 を 参照 し て くだ さい 。) 

フロ ッ ピ ー デ イス フ ドラ イブ 0 に プロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 入れ 、 
RUN" ファ イル 名 "[ 問 | 


と 入力 し て 、 プロ グラ ム を 実行 し ます 。 
※ な お 、 ソ フト ウエ ア に よ つ て は 、 すでに BAS | C が 書き 込ま れ て いて 、 


オー トラ ン 〈Auto run : BAS 1C 起 動 後 、 す ぐに プロ ブラ ム が 実行 さ 
れる こと ) を する も の が あり ます 。 ご の 場合 は フロ ッ ピ ビー ディ スク ドラ イ 


ブ 0 に フロ ッ ピ ー デ ィ ス フ を 入れ 電源 を 入れ る か 、 ま だ は すでに 電源 が 入 
つて いる と き は 、 | P し リセ ッ ト ス イッ ツチ を 押し て < だ さい 。 自動 的 に プ 
ロブ ラム が 実行 され ます 。 

※ ま だ 、 前 記 ら ) マー フク の ソフ トウ ェ ア で は X 1 シリ ー ズ の BAS 1C 〈O 
スー 8FB 0 1 まだ は CZ フー 8 CB 0 1 ) を 起動 させ な こ て は 動作 し な い 
も の が あり ます 。 な お 、X 1 シリ ー ズ の ディ スク BAS 1C (CZー8F 
B 0 1 ) は 、2 D の ディ スク に コピ ー し 使用 に し て こ だ さい 。 コ ピー の 方 法 
お よび 〇 起動 方 法 は 「 ア プリ ケー ショ ヨン 説明 書 J の 「 は じ め に 」 を 参照 し て 
ご だ さい 。 


機械 語 で 組ま ね た だ ソフト ウェア (ディ スン 版 ) 


BAS1C を 起動 きせ る 政 要 は あり ませ ん 。 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 0 
に フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 入れ て 電源 を 入れ る お 、 ま だ は すでに 電源 が 入 つ て い 
る と き ほ 、| ピレリ セッ トス イッ チ を 押し て ぐだ さい 。 


※ な お 、 ソ フト ウエ ア に よ つ て は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イプ 0 と 1 の それ ぞ 
れ に 、 フ ロッ ピー ディ スク を セッ ツ ト す る も の が あり ます 。 


CPM 上 で 動作 する ソフ トウ ェ エア (ディ スン 版 ) 


CPM ディ スク を ディ スク ドラ イブ 0 に いれ て 電源 を 入れ る か ひ 、 ま だ は 、 
すでに 電源 が 入 つ て いる と き は 、1 PL リリ セツ ト スイ ツチ を 押し て こ ご だ さい 。 
する と CPM ガ が 起動 し ます 。 

な お 、CZー1 3 0 SF の 場合 は 、 標 準 高 解像度 切り 換え スイ ッ ツチ を 
HIGH( 量 ) に 、CZー1 2 8SF, CZー5 CPM(3 イン チ の 場合 CZ フー 
3CPM) の 場合 は 、STANDARD( 一 ) で 起動 きせ て こく ださい 。 
また 起動 ディ スク タイ プス イッ ツチ は 2D( 一 ) で 起動 し て ぐだ さい 。 

⑤@ 次 に 、FORTRAN, COBOL な どの CPM 上 で 動作 する ソフ トウ エ 

ア を 起動 を な せま す 。 詳 し ぐ は 苔 々 の 説明 書 を 参照 し て ぐだ さい 。 


機械 語 で 組ま ね た だ た ソ フトウェア (カセ ッ ト 版 ) 


②⑦ 本 機 と 専用 デー タレ コー ダ を 接続 し た 後 、 専 用 デー タレ コー ダ の 電源 を 入れ 、 
カセ ツ ト デ ー プ を セッ トレ ます ざ 。 

②⑨ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イプ に フロ ッ ピ ビー ディ スク を 入れ ず に 、 電 源 を 入れ 
る が 、 ま だ は 、 す で に 電源 が 入 つ て いる と き は | ピ し リセ ツ ト ス イツ チ を 押 
し て ぐだ さい 。 

③ 自 動 的 に カセ ツ ト テ ー プ が 回 り 、 プロ プラ ム が ガロ ー ド され ます 。 


慎 て さき 畔 ら ③ せ ロサ ナマ 周 斗 -g 


AS | C で 組ま ね だ ソフ トウ ェ エア (カセ ッ ト 版 ) 


④ 本 機 と 専用 デー タレ コー ダ を 接続 し だ 後 、 専 用 の デー タレ コー ダ の 電源 を 入 
れ ま す 。 
②@BAS | O シ ステ ム デ ィ ス フ (CZー 8 FB 0 2 ) を 起動 させ だ 後 、 前 記 C) 
マー の ソフ トウ ェ ア で あれ ば 、 
RUN" CAS : ファ イル 名 "部 


と 入力 し て くだ さい 。 

③ 前 記 G) マー ク 〈X 1 シリ ー ズ 用 ) の ソフ トウ ェ エア で あれ ば 、 標準 / 高 解 僚 
度 切り 換え スイ ッ チ を STANDARD (=) に 設定 し て 、X 1 シリ ー ズ の 日 
AS 1O (CZ 8 CB 0 1 、 ま だ は CZー 8FB0 1) を 起動 きせ て くだ 
さい 。 な お 、X 1 シリ ー ズ BAS 1C (CZー8FB 0 1 ) は 、2 D の ディ 
スク に コピ ー し 、 使 用 し て くださ い 。 コ ピー の 方法 お よび 起動 記法 は 「 ア プ 
リケーション ソフ ト 説 明 書 」 の 「 は じ め に 」 を 参照 し て くだ さい 。 
起動 後 は 、 
RUN" CAS : ファ イル 名 " 副 | 


と 入力 し て ぐだ さい 。 

な お 、 ご CZー6CB 0 1 を 起動 きせ だ 場合 、 フ ロッ ピー ディ スク の 操作 は で 
きま せん 。 ま だ 、 ご CZー8FB 0 1 を 起動 させ だ 場合 は 、2 D の フロ ッ ピ ー デ 
イス ク の 操作 し が で きま せん 。 


< シス テム 拡張 図 > 

く 周辺 機器 一 覧 > 

得 

サー 0 放 み を うな ぐ 

2 一 デー タレ コー ダ を つなぐ 

3 一 フロ ッ ピ ー デ ィ ス タ ド ライ プ を つなぐ 
オー ニー ゲー ラキ ャ イ 天 生 m ド に な うつ な く 
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シス テム アッ プ す る 


S ら 5 


図 瑞 た 内 V 


専用 ディ スプ レイ テレ ビ 
CZ-600D 

チル トス タン ド 

本 体 

CZ-880C 


ーーーーー ai 


カラ テー ディス プレ イ 

CU-14A3 カラ ー デ ィ ス プレ イ 
CU-14A4 CU-14AG2 

(アナ ログ デジ タル 400 ラ イン ) (アナ ログ 400 ラ イン ) 


24 ビ ピン 満 字 プリ ンタ 24 ビ ン 漠 字 プ リン タ (136 循 ) 
CZ-8PKA CZ-8PK3 着 字 プリ ンタ 
CZ-8PKS CZ-86PK6 CZ-8PK2 


320KB フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ユ ニッ ト 
CZ-502F 


1MB フロ ッ ピ ビー ディ スク ユニ ッ ト 
CZ-520F 


320KB フロ ッ ピ 
ディ スク ユニ ッ 
CZ-503F 


2HD プラ ンク ディ スク 
CZ-5M2HD 


2D プラ ンク ディ スク 
CZ-5M2D 


の 
320KB 外部 メモ リ ユニ バー サル |I/O カ ー ド 
カラ ー イ メー ジ ポ ー ド CZ-8BE2 CZ-BUI 


CZ-8BV1 


ぐ \ 


デム ユニ ッ ト モデ ム ユ ニッ ト 拡張 」/O ボッ クス / 
(300/1200 ポ ー) (300 ポ ー) CZ-8EB3 RS-232C 用 ケー ブル RS-232C 用 ケー ブル 
CZ-@TM2 CZ-8TM1 CZ-8LM1 CZ-8LM2 


RF ビデ オ コ ン バー タ 
CZ-8VC 


カラ ー デ ィ ス プレ イ ビデ オ 入 力 端 子 付 家庭 用 カラ ー テ レビ 
CU-14D1 家庭 用 カラ ー テ レビ 


(デジ タル 200・400 ラ イン ) 


悪 転写 漠 字 プリ ンタ ドッ ト プ リ ンタ カラ ー 漢 字 プ リン タ 
CZ-8PN1 CZ-8PD3 CZ-8PC1 


CZ-300F 


コン パク ト フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 


』 吉 


了 
還 ( ニ ニコ 

増設 用 コン バク ト フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 

CZ-31F 


ハー ド デ ィ スク ユニ ッ ト 


| 
の 


CZ-500H 


2D プラ ンク ディ スク 
CZ-3FBD 


カラ ー プ ロッ タプ リン タ 
CZ-8PP2 


| を っ 2 3 


シス テム ラッ ク シス テム ラッ ク 
ビデ オ 入 力 端 子 付 CZ-8SR1 CZ-8SR2 
カラ ー テ レビ 


本 機 は 、 基本 シス テム 構成 (2 4 2 6 ペー ジ 参 照 ) だ け で も 幅広 ご 利用 で 
きま す 9 が 、 ご これ に 外部 RAM ボ ー ド を 取り 付け て メモ リエ リア を 拡張 し た り 、 
プリ ンタ や ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク な どの オプ ショ ン 機 器 を 追加 する こと で 、 
その 能力 を 飛躍 的 に 向上 ミ せ る こと が で きま す 。 

ご の 図 は 、 本 機 を 中 選 と し を シス テム 拡張 の 展望 を 示し た も の で す 。 


の ooo ヒーーーーー ーー 
og EEX ーーーーーーー 
rmーーーーー 
ビデ オマ ル チ プ ロ セ ッ サ 1 VTR 基 
CZ-8VP1 に に ーーーーーJ 
ーーーーー 一 ーー 
1 VTR 1 


0 で 0 


シス テム スタ ンド 
CZ-81SA 


SES き キト 、 JI NiIWZ 


豆 | 理 落 回 骨 Ke 


久 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ 


形 名 解 優 度 向 惑 マス クビ ピッ ツチ Cmm) 
E 640X400 ド ツ ト 
ーー リプ 
CZ-600D Sp . 旨 640x200 ド ッ ツ ト 0.39 
計 自動 切換 え 
PM 640 x400 ド ツ ト 
CZ-870D の 640x200 ド ッ ト デジ タル 0.40 
が 自動 切換 え 
CZ-855D カ ノ 7 
CZ-850D ノ ノ ノ 
形 名 品名 解像度 ドッツ トピ ツチ Cmm) 
14 型 カラ ー アナ ログ ン ノ 
U-14A 640X400 ド ツ ト _31 
4 デイ ス ア レイ ルル 
CU-14A4 ノ の が) ノ 0.39 
OU-14AG2 7 640x400 ド ツ ト アナ ログ 0.39 
640x400 ド ツ ト 
CU-14D1 ノ 640X200 ド ツ ト 。 デジ タル 0.39 
自動 切換 え 
@ プ リン マ 
形 名 叫 避 備考 


9 ピン ヘッ ド 、 印 字 速 度 : 100 字 / 秒 

用 紙 幅 : 7.15-8.5 イ ンチ 

9 ピン ヘッ ツ ド 、 印 字 速 度 : 100 字 プ 秒 ・15 字 プ 秒 (漢字 ) 
用 紙 幅 : 4 オー10 イ ンチ 


CZ-8PD3 ドッ ト プ リ ンタ 


2 =8 ビ RC 漢字 プリ ンタ 


CZ-8PK3 -、 24 ビ ン ヘ ツ ド 、136 桁 、 印 字 速 度 : 120 字 プ 秒 ・80 字 ン 秒 

で が ーー / | や w 
CZ2-ebRm 1 生 0 人 )  ( 半 )、 用 糞 幼 : 4ー16 イ ンチ 
CZ-8PK4 24 ピ デン ヘッ ツ ド 、 印字 速度 : 120 字 プ 秒 ・80 字 プ 秒 (漢字 ) 

ゝ パ 革 空 プ | リト 
CZ-8PK5 ここ 用 紙 幅 : 4 オー10 イ ンチ 

印字 速度 : 60 字 プ 秒 ・40 字 秒 (漢字 ) 
: の A ーー-。 | 1 
CZ-8PN1 24 ド ッ ト 熱 転写 漢字 プリ ンタ 用 紙 幅 : 4ー12 イ ンチ 
ge 24 ド ッ ツ ト 熱 転写 カラ ー 印字 速度 : 45 字 プ 秒 ・30 字 プ 秒 (漢字 ) 
漢字 プリ ンタ 用 紙 幅 : B ら 5 サイ ズーB4 サ イズ 
CZ-8PP6 2 ウデ ジン 回 W 妥 0 汐 4 色 ペ ン に よる 印字 、 印 字 速 度 : 10 字 プ 秒 
Ge=8 選 ( 際 81 。 カド シー ドラ ヤー ダ 単 票 用 紙 自 動 給 紙 装置 、C Z -8P K3 用 
CZ-8PK3-2 第 2 水準 漢字 ROM CZ-8PK38・CZ-8PK4 用 
58 


GZ-8 己 N=1 リボ ポン カセ ッ 眉 黒 リ ボン 、CZ-8PN1 用 


G ン =8IENIE2I に ドラ タタ ダコ 計 ツ ド 連続 記録 紙 を 使う 場合 に 使用 、CZ-8PN1 用 
(@ 之 92NEAGM に 呈 記 NMEAM4 黒 リ ボン 、C Z -8PC1 用 
GIZe8BIG1E 詳 用 ボ 用 交 ツ に 2 ショ 82KR ジ AZT8 己 61 用 
CZ-8PC1-38 第 2 水準 漢字 ROM CZ-8PC1 用 
形 名 品名 備考 
スー620E EK マー 両面 高密 度 の 5.265 イ ンチ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 2 
ディ スク ユニ ッ ト (2HD) 基 実 疲 、 ケ ー ブ ル 同 梱 1 
CZ-5601F に ーッ NE 両面 倍 密 度 の 5.25 イ ンチ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ ら 2 稀 
ディ スク セツ ト 基 実 装 、 ケー ガル ・ インター フェ イス ボ ー ド 同 梱 覧 
ひみ -60 光 主 4K ッ ピ ー 両面 倍 密 度 の 5.25 イ ンチ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 2 
5 人 ジ 0 い /e 項 実 装 、 ケ ー プ ル ・ イ ンタ ー フ エイ ス ボ ー ド 同 梱 
CZ-503F SS 人 INy トコ ーー 両面 倍 密 度 の 5.265 イ ンチ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ 1 
ディ スタ タコ ニッ ト 基 実 装 、 ケ ー ブ プル ・ イ ンタ ヤー フェイス ボ ー ド 同 梱 
CZ-5M2D 0 ラク タイ 婦 58200e22le2 ソ ピー ラジ 522 の 60D タ イア) 
G52e5M2NB 訴 2 ラスク デイ 5 2 クラ 85 ョ ll ソリ ビー ジジ ペタ (2 日 D 負 イク ) 
形 名 品名 備考 


25 イ ンチ の 5 チェス ター タイ プ ボ 型 パ バー ド デ ィ ス 
ク 、 容 量 : 10MB 

コン ピコ ー タ マタ 便 誠 ら BAS 1C コ マン ド で コシ トロ ー ル 
で きる 

複数 の ビデ オ 機 器 の 入出 力 を コン トロ ー ル 、 プロ プラ ム 
ソフ ト 「 嬉 楽 画 ,( デ ィ ス ン 版 ) 付 


CZ-500H ハー に ディ スク ユニー 


CZ-8RL1 専用 デー タレ コー ダ 


CZ-8VP1 回 婦 オ マル デア 回 選 光 大 


CZ-8BV1 KWasl カラ ー 画 像 入力 装置 、 イ メー ジ ツ ー ル ソフ ト 付 
CZ-81SA 2 区 5 に 
CZ-8UI コ ニ バ パー サル 1 プ O カ ー ド 計測 制御 機器 な どの 外部 機器 こと の 接続 を 可能 に する 


CZ-8BE2 320 に バイ ト 外 部 メモ リ デー マタ エリア を 大 幅 に 拡張 で きる 外部 メモ リ 

イン ター フエ イス ボー ド を 4 枚 まで 収納 可能 
CZ-8EB3 拡張 」 プ O ボ ックス 抜 張 用 の 1 ン O ボ ー ド 同 概 
電話 回 線 を 使 つ て 、 パ ソコ ン 通 信 が で きる 條 二 重 300bps、 
NCU AA タイ プ 、RS -232C ケ ー ブ プル 、 通 信 ソ フト 付 
電話 回 線 を 使 つ て パソ コン 通信 が で きる 、 全 一 重 1200/300 
bps、NCU AA タイ プ 、RS -232C ケ ー ブ ル 、 通 信 ソ フト 付 
平行 接続 型 、 メ 1 turbo シ リー ズ と モデ ム ・ 音 響 カ プラ 
な ど と の 専用 接続 ケー ブル 
クロ ス 接 続 型 、x 1 turbo シリー ズ と 他 の コン ピュ ユー タマ 
な どこ と の 専用 接続 ケー ブル 


CZ-8TM1 呈 時 人 5 斑 N に 


CZ-8TM2 760 ッッ に 


CZ-8LM1 RS-232C 用 ケー ブル 


CZ-8LM2 RS -232C 用 ケー プル 


へ 中層 ざ こい 


プリ ンタ CONFIG. 
Uty だ つい 

シス テム ディ スク (CZ-8 
FB02) に 含ま れ て いる ユー 
テディ リティ で すず 5 この ユー 
ティ リティ に 登録 し て ある 
プリ ンタ を 指定 すれ ば 、 純 
正 プ リン タ は も ちろ ん 、 純 
正 以 外 の プリ ンタ で も 漢字 
印字 と ハー ドコ ピー (画面 
コピ ー) が 可能 に な り ま す 。 
詳し く は 『「 ア プリ ケー ショ 
ン ソ フト 説明 書 」 の 「 プ リ 
ンタ CONFIG」 を 参照 し て 
くだ さい 。 

※ た だ し 、 デ ブリ レン タ に よっ 
て は ハー ドコ ピー が で き な 
いも の も あり ます 。 


プリ ンタ を つなぐ 


接続 記法 


圏 コン ピュ ユ ュー? 側 

コン ピュ ユー 本 体 の 後面 に ある プリ ンタ イン ター フェ イス 端 子 の 保護 カバ ー 
を 取り は ず し ます 。 固定 用 の ツメ を 左右 に 開い た 後 、 プ リン に 付属 の 信号 用 
ケー ブル を コン ピュ ユー タ 側 を 接続 し ます (〈 図 1)。 

ご の と き ツ メ が 、 確 実に コネ クタ を ロッ ツク し て いる こと を 確認 レ し て ぐだ さい 。 
な お 、 コ ネ ク タ に は 方 向 性 が びあ り 、 逆 方 向 の 接続 は で き な い よう に な つて い 
ます 。 

まだ 信号 用 ケー ブル の アー ス 用 シー ルド 線 の U 字 形 プ ラブ 端子 は 、 コ ン ピ ュ 
ー タ 後面 の F 上 ご と 書い て ある フレ ー ム アー ス の 端 了 に 必ず 接続 し て くだ さい 。 
較 プ リン る 側 

オプ ショ ン の プリ ンタ 後面 に ある コネ クタ に 、 信 号 用 ケー ブル の プリ ンタ 側 
を 接続 し を 後 、 コ ネ ク タ の 左右 の 固定 用 金具 を 、 コ ネフ クタ の 受け 金具 へ 確実 に 
固定 し ロッ ク し て ぐだ さい ( 図 2 )。 

な お 、 コ ネフ クタ に は 方 向 性 が あり 、 逆 方 向 の 接続 は で き な い よう に な つて い 
ます 。 


る オプ ショ ン デ バイ ス を 接続 する と き の 注 意 点 
オプ ショ ン デ バイ ス を 接続 する 前 に 、 和 ゆず 次 の 作業 を 行 つ て くださ い 。 
コン ピュ ユー タ 本 体 の 電源 を OF に し だ 後 、 電 源 差し 込み プラ ブ を 抜い て こ 


だ さい 。 ま だ コン ピュ ユー タ 本 体 の カバ ー を は ざし た 状態 で は 、 絶 対 に 電源 を 入 
れ な いで こ だ さ い 。 


テー タレ コー ダ を 
つなみ 


X 1,X 1 turDo シリ ー ズ の 、 市 販 用 アプ リケーション テー プ を ご 使用 に な 
る 場合 、 専用 デー タレ コー ダ を 接続 すれ ば 、BAS | O の 命令 を 使 つ て デー タ 
レコ ー ダ を コン トロ ー ル する こと が で きる よう に な り ま す (APSS* .REW, APSS 


2NSS 購 司 SV 回 LO 〇 OAD な ど )。 AutoProgramSearchSys- 
tem の 略 。 プ ログ ラム 間 の 
無 録音 部 分 を 検出 し て 、 プ 

久 接 続 廊 法 ログ ラム の 頭 出し を 行い ま 2 
す 。 


ス の 端子 の 保護 カバ ー を 取り は ず し だ 後 、 付 属 の 専用 デー タレ コー ダケ ー プ ⑤。ーー 
ル (DIN7 ピン ) を 接続 し て くだ さい ( 図 1)。 天願 拉 s4 匠 る 
@ 次 に 、 データ レコ ー ダ ケー ブル の も う 一 方 を 、 専用 デー タレ コー ダ (CZ- | 一定 一 一 一 
8 RL 1 ) の 後面 に ある 、COMPUTER CONTROL 端 子 に 接続 し 

て ぐだ さい ( 較 1 )。 

さら に 、 デ ー タ レコ ー ダ 後面 の モー ド 切 り 換え スイ ツチ (MODE) を CO 
MPUTER( 量 ) に 、 前 面 を ボー レー ト 切 換 ス イッ チ (BAUD) を HH 1GH 
( 量 ) 位相 切り 換え スイ ッ チ て PHASEE) を NORMA し ( 量 ) に 設定 し て 
ぐだ さい 。 詳し く は 、CZー 8 RL 1 の 「 取 扱 説明 書 」 を 参照 し て こ だ さ い 。 


の コン ピュ コー タ 本 体 後面 に ある OMT と 書か れ だ 専用 カタ ッ ト イ ンタ ー フ ェ イ 


へ 中 り 呈 六 ー ロ で ーー 届 


使用 上 の 注意 点 


・ 専 用 デー タレ コー ダ (CZー 8 RL 1 ) 以外 は 使用 で きま せん 。 

・ シ ステ ム デ ィ ス ク で は 、 起動 時 の デフ ォ ル ト デ バ イス 名 は フロ ッ ピ ー デ イィ 
スク フ の ドラ イブ ナン バー 0 に 設定 され て いま す の で 、 デ ー ツ マレ コー を デ 
フォ ルト に し だ い 場 合 は 、 デバ イス 名 を *CA : "に 変更 し て 利用 し て ご 
だ さい >。 

(DEV 1CE^ CAS : *[ 滞 | と 入力 し て こ だ さ い 。) 

・ 専 用 モー ド で コン ピュ ユー マタ ガ ら プロ プラ ム に より 、 カ セツ ト の 状態 (テー 
プ 装 着 の 有無 お ど ) を 繰り 返し て 読み 出し て いる と き に は 、 コ ンピュータ 
は キー ボー ドガ ら の 入力 が 受け 付け に ここ な る 場合 も あり ます の で 、 注意 
し て ぐだ さい 。 


へ 汗 り 員 ヘ コテ ささ スリー マロ 


写真 4 


フロ ッ ヒ ー デ ティ スク トラ イ 


本 機 に 内 蔵 の ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク ドラ イブ の ほ が に 、 外 部 フロ ッ ピ ー デ 
ィ ス ク を 使用 する こと が ガザ で きま す 。 し が し 、 ど ちら も ドラ イブ 番号 ザ が 0 と 1 に 
設定 され て いま す の で 、 使用 する と き に は ご ちら ガ の ドラ イブ 番号 を 2 と 3 に 
変更 する 秒 要 が あり ます 。 変更 せ ず に 使用 する と 正常 な 動作 を し ませ ん 。 ま た 、 
ディ スク ドラ イブ を い だ め て し まう 原因 に も な り ガ ね ませ ん 。(C ン ー5 2 0F 


は 2 、3 に な つて いま す の で 、 変 更 する め 要 は あり ませ ん 。) 


。 人 ミ ニ フ ロ ッ ピ ビー ディ ス フ ド ライ ブ の 取り は ず し 万 


1) コン ピ ユ ー タ 本 体 の 上 ぶ だ を は ざ ず し ます 。 

④ 側 面 4 本 の ビス を は ざし 、 後面 の ビス 2 本 を ゆる め て ぐだ さい 。 

② 上 ぶ だ を 後面 方 向 に 5| き ながら は ず し て ぐだ さい (写真 1 )。 

2 ) ディ スク フ ド ライ ブ 取 り 付 け 板 を は ず し ます 。 ディスク ドラ イブ 取り 付け 板 

の ビス 1 0 本 を は ず し て ガ ら 、 板 を 取り は ず し て ぐだ さい (写真 2 っ 3)。 

d) ミニ フロ hy ピー ディ スタ ドラ ゴイ プ の 取り は ず し と 取り 本 け 

⑦④ ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ イィ スク 後面 の コネ フタ 端子 に 、 接 続 し て ある 4 ピン の コ 
ネフ クタ リー ド と コネ クタ を 、 そ れ ぞ れ 取 り は ず し て ぐだ さい (写真 4 )。 

@ 前 面 の フロ ント レバ ー を 水平 位置 に し て 、 後 面 よ り ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス 
ドラ イブ を 取り は ず し ます 。 

③ ド ライ ブナ ン バ ー の 変更 は 、 ミ ニ フ ロ ッ ツ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イプ 底面 の スト 
ラッ プ を 変更 する こと に より 行い ます 。 後述 (6 3 ペー ジ ) の 設定 記法 に 
従 つ て 変更 し て ぐだ さい 。 

@ 変 更 後 は 、 ミ ニ フ ロ ッ ピ ー デ イィ スク ドラ イブ 前 面 の フロ ント レバ ー を 水平 
位置 に し て 後面 より 差し 込み 、 本 体 フ ロン トキ ヤ ビ ネ ツ ト の 前 面 と ミニ フ 
ロッ ピー ディ スク ドラ イブ の 前 面 が 、 平 ら に な る まで 押し 込ん で くだ さい 。 

⑤ 4 ピン の コネ クタ リー ド と コネ クタ を 元 の よう に 取り 付け ます 。 

4 ) 2) で 取り 外し た ディ スク ドラ イブ 取り 付け 板 を 元 の 位置 に 戻し 、 ビス 1 
0 本 を 取り 付け 板 の 上 が ら 締 め 付け ます 。 

5 ) 上 ぷ だ を 1 ) と 逆 の 順番 に 取り 付け て ぐだ さい 。 


外部 フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク ドラ イブ 


呆 二 回 慰 じ る ー5 20, O ヌ メー50 1 詞 , 〇 メー65 0 2F, し メー5 03 


F, ご CZー3 0 0F な どの 外部 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ が 接続 で きま す 。 
コン ピュ ユー タ 本 体 後面 に ある 拡張 用 フロ ッ ピ ー デ ィ ス クイ ンタ ー フ エイ スズ の 
接続 端子 に 、 外 部 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ の ケー ブル を 接続 し て ぐだ さい 。 


ド ライ ブ セ レ クト の 変更 記法 


一 本 機内 蔵 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス フ ド ライ ブ の 場合 


・ ス トラ ッ プ の 設定 方 法 
スト ラッ プ の 設定 は 、 次 の 表 に 従 つ て くだ さい 。 


尾 称 (200 
0 1 22 3 

lyc1 り ON OFF OFF OFF 

DS 叶 軸 人 OFF ON OFF OFF 

DS 半 記 る OFF OFF ON OFF 

DS/ 記 8 OFF OFF OFF ON 

3 避 信 IO 記 

・ ス トラ ッ プ の 機能 の の の の 
て っ ト S ee ーー】 
ロ ロレ 狼 2 

名 称 レン 

DS0 記 

スト ラッ プ を ON に する こと に より スト ラッ プ ON 
ドラ イブ セレ クト の ナン バー を 決定 し ます 。 
DS 3 図 は ドラ イプ ナン バー が 1 の 


設定 に な っ て いま す 。 


一 外部 フロ ッ ピ ー デ ィ ス フ ド ライ ブ の 場合 
それ ぞ れ の 取扱 説明 書 を 参照 し て ぐだ さい 。 


和 ハ 叶 り RNN テテ ざ ュ コー と 口 いり 


PA いさ に | に いか (ES も IE = に | 


本 体 


設定 し た ドラ イブ ナン バー が 
わか る よう に 、 同 梱 の ナン バ 
ーー 表示 ラベ ル を ドラ イブ 前 面 
パネ ル に 貼り 付け て お く と 便 
利 で す 。 


ドラ イブ ナン バ 2 ドラ イブ プ ナンバ 3 ドラ イブ ナン バ 0 
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接続 例 
本 機 と 外部 フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク ド ライ ブ を 接続 する 万 法 と し て は 、 炊 の 2 通 


り が あり ます 。 下 記 の よう に ドラ イブ 番号 を 指定 し て ぐだ さい 。 


外部 フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ (CZ-520F な ど ) 


ドラ イプ ブ ナンバ.2 イプ ナジ シバ パ 3 


ドラ イプ ナン バ 1 


注 ) 本 機 に は フロ ッ ピ ビー イン ター フエ イス が すでに 内 蔵 き まれ て いま す の で 、 オ 
プシ ョ ン の フロ ッ ピ ー イ ンタ ー フ エイ ス を 拡張 | プ O 〇 ポート に 装着 し な い 
で くだ さい 。 


※ 本 機内 蔵 ド ライ ブ プ と CZ 一 520F に つい て 
本 機内 蔵 ド ライ ブ の 2HD プ 2 D の 切換 え は 、 起 動 デ ィ ス フク タイ プス イツ 
で 術 78UN ZZー520F( 宇 ニア) ツウ ピー ディ イズ クコ ニッ トド ト ) ゆめ 2HD・ ら 2 
DD プ ら D の 切換 え は 、CZ 一 520F 後 面 の ディ イツ プ スイ ッ ツチ で 行 な つ て ぐ 
だ さい 。 


※ 外 部 フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク ドラ イブ の ディ スク フタ イブ 設定 に つい て 

同 梱 の ディ スク BASIC の Start up で は 、 ド ライ ブ O-ー3 は 2HD (X1 フ 
オー マッ ト ) に 設定 され て いま す 。 他 の ディ スク フタ イプ で 使用 する 場合 は 、D 
EVICE 命 令 で 変更 し て くだ さい 。 (詳し く は 「 ユ ー ザ ー ズ マニ ュ ユア ル 」「 は じ 
め に 」 を 参照 し て くだ さい 。) 


イレ ター フツ E 内 本 一 ト 
2 


オプ ショ ン の イン ター フエ イス ボー ド は 、 本 体 後面 に ある オプ ショ ン デ バイ 
ス 取 り 付け 用 パネ ル 内 の 拡張 | プ O 〇 ポー ト に 接続 し て 使用 し ます 。 2 枚 まで 取 
の 付け 可能 で す 。 


セツ ティ ング 記法 


④2 本 の ビス () を は ず し 、 コ ネ ク タ パ ネル を コン ピ ユ ー タ 本 体 お ら 取 り は 
ざ ず し ます ( 図 1)。 

②2 本 の ビス (D) を は ず し 、 コ ネ ク タ ぶ だ を コネ クタ パネ ル ガ が ら 取 り は ざし 
ます ( 図 1)。 

③ イ ンタ ー フ エイ ス ボ ー ド を 、 部 品 側 を 上 に し 1 プ 〇 ポー ト の レー ル ガ イ ド に 
添 つ て 挿入 し ます (イン ター フエ イス ボー ド を | プ 〇 ポー トコ ネ ク タ に 確実 
に 挿入 し て ぐだ さい )。 ( 図 1 ) 

④ ボ ー ド を セツ ト し た ら コ ネ ク タ パ ネル で ふ だ を し 、 ビス (D) で イン ター フ 
エイ ス ボ ー ド を 固定 し て 、2 本 の ビス (8) で コネ クタ パネ ル を 元 の 位置 に 
固定 し ます 。 
な お 、 後面 に 出力 入力 コネ クタ の 出 な い ボ ー ド を 使用 する と き は 、@ の 作 
業 は 秒 要 あり ませ ん 。 


図 1 


し 
CS 


外部 イン ター フェ イス 
コネ クタ の 入出 力 信号 


本 機 に は 、 次 の 入出 力 端子 び コ ン ピ ュ ユー タ 本 体 の 後面 に 用 意 さ れ て いま す 。 
1) デジ タル RGB 信 号 出力 用 コネ フタ 

2) アナ ロブ グ RGB 信号 出力 用 コネ クタ 

3) 専用 ディ スプ レイ テレ ビ コ ン トロ ー ル 用 コネ フタ マ 
4 ) プリ ンタ イン ター フェ イス 

5) ジョ ヨイ ステ ッ ク フク インター フェイ ス 

6 ) オー ディ オ 出 力 端子 

/ ) 専用 カセ ツ ト イ ンタ ー フ ェ イ ス 

8 ) 拡張 用 | プ 〇 ポー ト 

9 ) 拡張 用 フロ ッ ピ ー デ ィ ス クイ ンタ マー フェイ ス 

1 0 イタ デー フエ イズ 

1 1) 入 Sー2 3 2 ひど イン ター フェ イス 

1 2) デジ タル テロ ッ パ ー 用 端 

1 3) ビデ オカ ッ ト 用 端子 

1 4 ) ディ スク モー ドス イツ チ 


唱 部 寸 人 圧 み 半 N 凡 昌和 ロコ ー 半 い ユ 弄 六 


映像 出力 映 像 訂 可 色あい 


OSXON す 、 


TELOPPER 


RGB OUT TVCONTROL G RGB OUT RS-232C AUDIO OUT 


9 ) Em 届 ⑨ lo ee mm 人 


1 デシ タル RGCB 信 号 出力 用 コネ クタ 


端 地番 号 信号 名 
1 GND クジ に 
2 R ビデ オ 信 号 ( 流 ) 
3 ローSYNC 水平 同期 信号 
4 G ビデ オ 信 号 ( 緑 ) 
5 V-SYNC 垂直 同期 信号 
6 B ビデ オ 信 号 ( 青 ) 


適合 コネ フタ 6 ピン DIN コネ クタ 


HーSYNC…… 和 上 レベ ル 、 負 極性 の コン ピコ ユー タ 画 像 水平 同期 信号 を 出 


力 し ます 。 
パー きき YWE… ン 3 し ペル 
力 し ます 。 
TLL ッ ペル 、 


vnc IL ッ ペ ル 。、 
還 wes TLZL、 


デジ タル RGB 出力 用 コネ クタ ビン 配置 図 
(本 体 後面 側 か ら 見 た 図 ) 


負極 性 の コン ピ ユ ー タ 画像 垂直 同期 信号 を 出 


正極 性 の 赤色 ビデ オズ 信号 を 出力 し ます 。 
正極 性 の 緑色 ビデ オ 信 号 を 出力 し ます 。 
正極 性 の 青色 ビデ オ 信 号 を 出力 し ます 。 


MESMkekviawsdk 症 


則 部 寺 左 みき ささ 大 昌 史 ロー 半 ユ 民有 ( 


2 アナ ログ RCB 信 号 出力 用 コネ クタ 


端 番 号 言 号 名 
1 R ビデ ズ 信 号 ( 赤 ) 
2 GND ダラ シド 
3 G ビデ オ 信 号 ( 緑 ) 
4 GND 2 
5 B ビデ オズ 信号 ( 青 ) 
6 GND ワラ ジン ド 
7 YS YS 信号 出力 
8 GND ラジ ド 
9 NC 非 接続 
10 SOUND サウ ンド 出力 信号 
11 SOUND サウ ンド 出力 信号 
12 GND ダラ ジジ ド 
13 NC 非 接続 
14 ローSYNC 水平 同期 信号 
15 V-SYNC 垂直 同期 信号 


⑯ ⑭ ⑱⑬ ⑫ ⑪ ⑩ ⑨ 


アナ ログ RGB 出 力 端子 


3 専用 ディ スプ レイ テレ ビ コ ン トロ ー ル 用 コネ クタ 


端 地番 号 信号 名 
1 EX H-SYNC 外部 水平 同期 記号 
2 EX V-SYNC 外部 垂直 同期 記号 
TV Power ON テレ ビ パ ワー オン グ プ オ ン フ 信 号 
OFF 
4 TV REMOTE テレ ビリ モー トド 信号 
5 WGeil ホ お も WV 
6 GND ダラ シド 
7 GND (SOUND) 款 選 多 ドグラ 人民 
8 SOUND OUT サウ ンド 出力 信号 


適合 コネ クタ : 8 ピン DIN コネ クタ 


EX HーSYNC……T エ 上 レ ベル 、 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ ガ ら の 正極 性 


の 水平 同期 信号 を 入力 し ます 。 

EX ツーSYNC……T エレ ベル 、 専 用 ディ スプ レイ テレ ビ ガ ら の 負極 性 
の 垂直 同期 信号 を 入力 し ます 。 
1 TTL レ ベル の 信号 で 専用 ディ スプ レイ テレ ビ の 電源 
ON グ 0FF スイ ッ チ が ON の と き LOW、 〇 FF の と き H 1GH 

の 信号 を 入力 し ます 。 


TV _ REMOTE……TTL レ ベル 、 専用 ディ スプ レイ テレ ビ に 正極 性 の コ 
ント ロー ル 信 号 ( 選 局 、 音量 な ど ) を 出力 し ます 。 

SOUND OU「……PSG サ ウン ド + オ FM 音源 サウ ンド を 専用 ディ スプ レ 
イ に 出力 し ます 。 


専用 ディ スプ レイ テレ ビ 
コン トロ ー ル 用 コネ クタ ビ ピン 配置 図 
(本 体 後面 側 か ら 見 た 図 ) 


下部 二 圧 みき さ ざ 央 昌 史 ヘ ロ コー いさ 選 有 


則 部 > ささ 大 へ ロジー で V ユ 民 六 -ー 


人 、 プル か だ ンター フエ イズ 


端 番 号 計 号 名 
1 STROBE スト ロー プ 信 号 
2 PA0 パラ レル デー マタ 
9 PA1 ノ 
4 PA2 ノ 
5 PA3 ノ 
6 PA4 ノ 
4 PA5 ノ 
8 PA6 ノ 
9 PA7 ノ 
10 N. C 非 接続 
11 BUSY ビジ ー 信 号 
12 N. C 非 接続 
13 GND ダラ ジ ド 
14 GND プラ 必 だ 


適合 コネ フタ : ( 例 ) 日 本 モレ ックス 社 製 5320 一 14 AG1 

STROBE……T エ 上 レベ ル 、 プリ ンタ に 出力 する 負極 性 の ライ トス トロ ー 
プ 信 号 で す 。 

層 の …mame [レベ ル の 信号 で プリ ンタ ガレ ディ 状態 の と き し LO 〇 OW レ 
ベル に な り ま す 。 

に ので の TL レベ ペル 、 プリ シン タビ 出力 する 5 ピット パラ レル デー タダ 
バス で す 。 


⑲⑪⑨@⑦@⑧⑱① 


⑭ ⑫ ⑩ ⑤⑧ ⑥⑤ ④@ 


プリ ンタ コネ クタ ビ ピン 配置 図 
(本 体 後面 側 か ら 見 た 図 ) 
コネ クタ の 上 面 右端 に 1 番 ピ ビン を 示す 
AE 印 が 刻印 され て いま す 。 


5 ショ イス ティ ッ ク イ ンタ ター フェイス 


@ ジ ヨイ ステ ィ ッ ク 1 る ジョ イス ティ ッ ツク 2 


端 李 番号 言 号 名 端 地番 号 信号 名 
1 IOA0 1 IOB 0 
2 IOA 1 妥 IOB 1 
3 IOA 2 3 IOB 2 
4 IOA3 4 IOB 3 
9 INA 4 5 IOB 4 
6 IOA 5 6 IOB 5 
7 IOA 6 7 IOB 6 
8 GND 8 GND 
9 IOA 7 9 IOB 7 
合 コ ネ クタ : ( 例 ) 日 本 AMP 社 製 207752 一 1 
IOA0 一 7 
隊 寺 衝 0 TTL レ ベル 、8 ビッ ト パ ラ レル デー タ の 入出 力 ポ ー ト で す 。 
①②@⑧④@ ぐ @⑤ 
2) ⑨ 
ジョ イス ティ ッ ク 1 ジョ イス ティ ッ ク 2 
ジョ イス ティ ッ ク コ ネ ク タ ビ ピン 配置 図 
(本 体 後面 側 か ら 見 た 図 ) 
と 


刺 寸 圧 みさ ざ 大和 ヘ ロ コ ー 立 民有 ed 


6 オー ティ オ 出 力 端子 
R, し それ ぞ れ 次 の と お り の で す 。 


ーー 


こ 】 


端 番 号 信号 名 


ジラ 2 が 
M 
ング 


1 EX _ SOUND OUT 


外 

部 

イ 

タ オー ディ オ 出 力 端子 配置 較 

La ek | 

み (本 体 後面 側 か ら 見 た 図 ) 本 en 

回 

る EX _ SOUND OUT…P SG サウ ンド + オ FM 音源 サウ ンド を 外部 へ 出力 し ます 。 

あ な お 、R, し の 違い は 、FM 音 源 サ ウン ド 出 力 の み R( 右 )、L( 左 ) 

に 振り 分 けら れ て 出力 され ます 。 

入 

四 

人 7 専用 力 セ ッ ト イ ンタ ー フ ェ イ ス 

端子 番号 信号 名 
1 WRITE DATA テー プ に 記録 させ る 書き 込み デー タ 
2 STROBE デー タ の 送 ・ 受 信 を 制御 する 信号 
カセ ッ ト コ ネ ク タ ビ ピン 配置 図 ーー ー 寺 2 計 
(本 体 後面 側 か ら 見 た 図 ) 3 BUSY デー タ の 送 ・ 受 信 を 制御 する 信号 

4 READ DATA テー プ に 記録 し た デー タ の 読み 出 レ デー タ 
5 STATUS DATA カセ ッ ツ ト の 現在 の 状態 を 知ら せる デー 
6 GND ダラ シド 
7 COMMAND DATA カセ ッ ツ ト の コン トロ ー ル を させ る デー タイ 


WRITE…… 録 音信 号 TTL レ ベル 
READ…… 読み 込み 信号 TTL レ ベル 


/4 


8 拡張 用 |/O ホ ボー ト 


端子 A B 端子 A B 
1 + 5V + 5V 12 AB 9 MREO 
2 DB 2 DB 3 13 AB 8 GND 
3 DB 1 DB 4 14 AB 7 BUSAK 
4 DB0 DB 5 15 AB 6 IEI (1 一 2) 
5 GND DB 6 16 AB 5 IEO (1 一 2) 
6 AB15 DB 7 17 AB 4 RESET 
の AB14 CPU CLK 18 AB 3 EXIO 
8 AB13 MI 19 AB 2 EXINT 
9 AB12 WE 20 AB 1 EXWAIT 
10 AB11 RD 21 AB0 EXRDY 
11 AB10 IORQ 22 GND GND 


@@ 払 張 用 | プ O ポー ト 信 号 説明 


^ 1 


22 


拡張 用 1/0 ポ ー ト コネ クタ ビ ピン 配置 図 
ポート 1 一 2 共通 
(本 体 後面 側 か ら 見 た 図 ) 


信号 名 レベ ル 極 正 

DB 0-7 ii 』E 8 ビッ ト パ ラ レル 反 方 向 栖 デー タバ ス 
AB0-15 TTL 正 16 ビ ツ ト の アド レス バス 

CPU CLK il 単 相 4MHz の フロ ッ ツク 出 力 

MI iML 負 OP コー ド の フエ ツチ ・ サ イク ル の と き に 出力 され ます 
WE NN 負 メモ リ や 入出 力 デ バイ ス に 対す る 書き 込み 信号 
RD ! 吊 員 メモ リ や 入出 力 デ バイ ス に 対す る 読み 出し 信号 
IORQ 上 員 | ン 0 空間 アフ セス 信号 

MREO TTL 員 メモ リ 空 間 ア フク セス 信号 

IEI(1 一 2) Bi 正 割り 込み イネ ー ブ ル 入力 信号 

IEO(1-2)  TTL 正 割り 込み イネ ー ブ ル 出力 信号 

RESET nM 正 リリ セット 信号 

EXIO NM 負 0000H-OFFFH まで の アド レス デコ ー ド 出力 
EXINT IM 負 外部 機器 か ら の 割り 込み 要求 信号 

EXWAIT iP 員 外部 機器 か ら の ウエ イト 信号 

BUSAK II 員 CPU の BUSAK 信号 

EXRDY HH 中 DMA の 制御 信号 


/5 


下馬 寺 圧 み S 半 ざ 以 日 汐 ロ コー 立 ユ 居 芝 院 こ 机 


下部 二 圧 み ら SN 六 昌史 ロー 立正 芝 蘭 


9 拡張 用 フロ ッ ヒ ピー ディ スク イン ター フェ イス 


端子 番号 信号 名 
1 DISK TYPE SELECT ディ イス フ 選択 信号 
2 N。 C。 非 接続 
3 DRIVE SELECT 3 ドラ イブ 選択 信号 3 
4 1INDEX ディ スク イン デック ヌス 信 写 
5 DRIVE SELECT 0 ドラ イブ 選択 信号 0 
6 DRIVE SELECT 1 ドラ イブ 選択 記号 1 
DRIVE SELECT 2 ドラ イブ 選択 記号 2 
8 MOTOR ON モー ター 起動 信号 
9 DIRECTION ヘッ ツ ド 秘 動 方 向 信号 
10 STEP ヘッ ツ ド 秘 動 信号 
11 WRITE DATA 書き 込み デー 信号 
12 WRITE GATE 書き 込み ゲー ト 信 号 
13 TRACK 00 トラ ッ ク 0 
14 WRITE PROTECT 書き 込み 禁止 信号 
15 READ DATA 読み 出 レ デー ダ 信 号 
16 SIDE SELECT ヘッ ド 切 のり 換え 信号 
17 READY ドラ イブ レデ ィ イィ 信号 
18 GND 2 ラシッド 
19 MFM 記録 方 式 切換 信号 
20 
) GND プラ 必 
36 
37 LOW CURRENT 書き 込み 電流 切 損 信 号 
19 1 
KK 


拡張 用 フロ ッ ピ ー デ ィ ス クコ ネ ク タ ビ ン 配 置 図 
(本 体 後面 側 か ら 見 た 図 ) 


10 ママ W 称 イン ター ブロ 電 時 


端 番 号 信号 名 
1 Vcc 天 訂 M 
2 CTRL 当 逐 敢 回 ル 信 写 
3 TxD 送信 デー タ 
4 GND グラ ジ ド 
5 GND ダラ に 
5 4 
3 2 
1 
マウ スコ ネ ク タ ビ ン 配 置 図 
(本 体 後面 側 か ら 見 た 図 ) 
1 RM232C イ シタ ダ ターフ E イ スネ 
端 地番 号 信号 名 
1 FG 保安 用 ジー ス 
2 TxD 送信 デー タ 
3 RxD 受信 デー タ 
4 RTS 送信 要求 
5 (SNS 送信 可 
6 DSR デー ツマ セツ ドレ デ ギ 
7 SG 信号 用 ジー ス 
8 CD キャ リア 検出 
15 ST2 送信 信号 エレ メン ト タ イ ミン グ 
17 RT 受信 信号 エレ メン ト タ イ ミン グ 
20 DTR デー タタ ダ ター ミナ ルレ デキ 
22 CI 被 呼 表示 
24 ST1 送信 信号 エレ メン ト タ イ ミン グ 
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R S -232C と イン ター フェ イス コネ クタ ビ ピン 
(本 体 後面 側 か ら 見 た 図 ) 


加 曽 き 寿 SYNU 和 へ ロジー さい ふ 翼 六 人 較 


回 
dh 庫 せ ES ささ へ ロジ コー マユ 民 六 


12 デジ タル テロ ッ バ パー 用 端子 


信 映 像 入力 端子 人 映像 出力 端子 
端 番 号 信号 名 端 番 号 信号 名 
1 VIDEO IN 1 VIDEO OUT 
2 GND の GND 


VIDEO_IN …… 映像 入力 信号 1.0Vpp (756 終 端 ) 
VIDEO OUT … 映 像 出力 信号 1.0Vpp (759 終 端 ) 


2 


eS 


VIDEO IN 


VIDEO OUT 


デジ タル テロ ッ パ ー 用 端子 配置 図 
(本 体 後 面 側 か ら 見 た 図 ) 


13 ヒビ デオ カッ ト 用 端子 


端 番 号 信号 名 
1 VC ビデ オカ ッ ト 信 号 
2 GND プラ ンド 


ビデ オカ ッ ト 用 端子 配置 図 
(本 体 後面 側 か ら 見 た 図 ) 


] 和 9 子 ヤ キス クモ ー ド WM 


電源 投入 時 の ディ スク ドラ イブ の 初期 設定 は 、 本 機 後面 の デイ ツ プ スイ ッ ツチ 


に よ つ て 行い ます 。 


スイ ッ ツチ 状態 に よる セレ クト 内 容 は 、 次 の とおり で す 。 


ディ スク 

SW1 SW2 SW3 SW5 SW6 タイプ No セレ クト 容 量 フォ ー マ ッ ト 

ー ー ー ON ON | 本 機 前 面 の 起動 ディ スク タイ プス イッ ツチ 優 先 に な り ま す 。 

ー ー ー ON OFF SW6 : ON の 場合 は 2HD(x1) ン 2D、 OFF の 場合 は 2HD(x 1) ン 2DD 切 損 可 能 と 

な り ま す 。 

ON ON ON OFF ON 0 DS シェ 2D : 両面 倍 密度 320K バ イト x1 
OFF ON ON OFF OFF 1 DC SD ジジ た 2DD : 両面 何 密度 、 倍 トラ ッ ク 640K バ イト x1 
ON OFF ON OFF ー 2 BE25 に 2HD : 両面 高密 度 IM バイ ト | 
OFF OFF ON OFF ー 3 5 イン チ 2HD : 両面 高密 度 IM バイ ト 標準 
ON ON OFF OFF ー 4 8 イン チ 2D 256 : 両面 倍 密度 IM バイ ト X 1 
OFF ON OFF OFF ー 5 8 イン チ 2D 256 : 両面 倍 密度 IM バイ ト 標準 
ON OFF OFF OFF ー 6 に 1S 128 : 片面 単 密度 240K バ イト 標準 
OFF OFF OFF OFF ー 7 ハー ド デ ィ スク 10M バ イト  x1 


ー は どちら で も か まい ませ ん 。 


な お SW4 は 、 出荷 時 ON に 設定 済み で す の で 設定 する 秒 要 は あり ませ ん 。 
詳し く は 、 ユー ザー ズ マ ニ ユ アル J の 「 デ ィ ス ク の 使い 方 」 を 参照 し て ぐだ 


さい 。 


29 間 986 


本 機 は 、 図 の よう に 前 面 の 起動 デ 
ィ ス クタ イプ スイ ッ チ 優先 に 初期 
設定 され て いま す 。 


/ ツ 


KS は AAHS 革 0 


参考 


ず | ビ ヒ 上 スイッチ と NM | スイ ツチ 


0) | ピレス WW まま 
1 PL し リセット スイ ツチ ガ 押 ざれ る と 、 次 の | C が リセ ッ ト さ れ ま す 。 
に AU MD BC デリ ンダ 者 )、 ピピ は 、 CO、 5 10、 GO 人 RTO、 FD 
C、 画面 制御 ボート (1FDX) 
まだ 、 メ イン メモ リ の バン ク が ROM 側 と な り 、ROM の 0 0 0 0H 番 地 か 
ら 実 行き まれ ま す (1 PL スタ ダート )。 

NM | スイ ツチ 
NM | スイ ツチ ガ 押 され る と ZZ 8 0 A に NM | 信号 が 入り 、0 0 6 6 昌 番 地 
ヘ へ ジャ ンプ し ます 。 ご この と き 、RAM 側 の 0 0 6 6 日 番地 ヘ へ ジャ ヤン プ す る が 、 
ROM 側 の 0 0 6 6 番地 ヘ へ ジャ ンプ す る ガ は 、ROM プ RAM 切 り 換 え の 
F ン F の 状態 に より ます 。 
すなわち 、ROM を アク セス 中 に NM 1 スイ ツチ が 押さ れる と 、ROM の 0 
0 6 6H 番 地 ヘ へ ジャ ヤン プ し 、RAM を アク セス 中 で あれ ば RAM の 0066 
日 番地 ヘ へ ジ ヤ ン プ し ます 。 


例 2 0 0 ライ ン 自 動 切り 換え スト ッ プ スイ ッ チ の 使い 亡 


2 0 0 ライ ン 自 動 切 り 換 え ス トッ ツ プ スイ ッ ツチ (WIDTH&DEFCHR 
SW : 以 上 W プ D SW と し ます ) は 、 高 解 優 度 デ イス プレ イ で | PL 起動 
の X 1 シリ ー ズ 用 機械 語 ソ フト を 動作 する 場合 に 使用 し ます 。 そ の 他 の 使用 時 
に は 、NORMAL に 設定 し て くだ さい 。 

な お 、W プ D SW に よっ つて X 1 シリ ー ズ すべ て の 機械 語 ソ フト が 動作 可能 
な の で は な く 、 そ の プロ プラム の 開始 時 に の み DEFCHR_ お (PCG へ の パ 
ダー ン 定 義 )、W IDTH( 画 面 構成 お よび 水平 、 垂 直 周 波数 の 設定 ) 命令 を 実 
行 し て いる こと が 必要 で す 。 W プ D SW は コン ピュ ー タ 内 部 の 、 次 の 2 カ 
所 へ の アク セス を 強制 的 に 禁止 し ます 。 

1) PCG (Programable Character Generator) へ の アク セス 

2)aSRINGOIGGRT コ シド 回 三 ) の アウ セス 

PCG は ゲー ム な どの キャ ヤラ クタ 定 義 に よ ぐ 使わ れ 、 多 この 場 合 プ ログ 
ラム ハス ター ト 時 点 で 、 そ の ゲー ム で 使用 する キヤ ラク を 設定 し て いま 
すず 。 


CRTC は 、 画 面 構成 (縦横 の 表示 文字 数 )、 水 平 ・ 垂 直 の 周波 数 を 設定 
し て いま す 。 


1PL 起動 の ゲー ム ソ フ ト は 、 電 源 を 入れ る ガ | PL リセ ツ ト ス イツ チ を 押 
すこ ご と に よ つ て 、 次 の よう な コン ピコ ユー タ 内 部 の 手順 で スタ ー ト し ます 。 


④ コ ン ピ ュ ユー タ 内 部 の 1PL (Initial Prograrm Logder) と 呼ば れる プロ 
グラ ム ガ 動 作 を 開始 し 、 テー プ ま だ は ディ スク ガ ら プロ ブラ ム が ロー ド さ れ 
ます 。 ご の と き 、 前面 ト に ビラ 内 に ある 標準 高 解 像 度 切り 換え スイ ツチ が 高 
解 父 度 デイ スプ レイ モー ド に な つて いれ ば 、 前 記 の 〇 RTC が アク セス さ れ 、 
画面 構成 を 6 4 0X2 0 0 ドッ ト 8 0 桁 X 2 5 行 )、 水 平 ・ 垂 直 周 波数 を 高 
解 優 度 ディ スプ レイ モー ド に 設定 し ます 。 

②1PL に よる プロ ブラ ム の ロー ド が 終了 する と 自動 的 に 1 P し が 切り 離さ れ 、 
加計 ドレ だ ロダ ラム が 実行 ざ 放 ます 。 

③ プ ログ ラム の 先頭 で は 、 再 びそ の ゲー ム に あつ だ 画面 構成 (6 4 0x2 0 0, 
320X2 0 0) に する だ め に CR TC が ガ ア クセ ス さ れき ます 。 同時 に 水平 ・ 
垂直 周波 数 が 標準 ディ スプ レイ モー ド に 設定 され ます 。 

⑳PCG に キャ ヤラ クタ フ オ ント を 設定 し ます 。 

⑤ ゲ ー ム を 開始 し ます 。 


本 機 と 高 解像度 ディ スプ レイ の 組合 せ で 使用 する 場合 、 前 面 ト ビラ 内 標準 / 
高 解像度 切り 換え スイ ツチ は 、H 1GH に 設定 し て | P し を 起動 し ます 。 し が ガ 
し の ⑦ で 高 解 優 度 ディ スプ レイ モー ド に 設定 され ね だ CRTC は 、 ③ で 標準 ディ ス 
プレ イモ ー ド に 再び 設定 し な お され て いる だ め 、 高 解 依 度 ディ スプ レイ で は 、 
同期 が は ずれ 画面 が 流れ て し まい ます 。 そ の だ め 、③ の 動作 を 禁止 する と 共に 、 
PCG の フォ オン ト 設 定 を 標準 ディ スプ レイ モー ド 時 に 行う 和 め 要 が あり ます 。 


以上 の こと ガ ら 、 次 の よう に W プ D SW を 使用 する 秒 要 が あり ます 。 


PCG を 使用 し な い ソ フト の 場合 


ake uour deuice rssdu 


Prsss selected keu to start drigingi 


FiFloppu 


:RJM 
er 


④ 実 行 する プロ ブラ ム が WI1DTH8 0C6 40x200)、WIDTH 4 0〈3 
20X2 0 0) の いずれ か ガ を 確認 する 。 (この 確認 が び で き な い 場合 は 次 の ③ で 
両方 の モー ド を 試み て ください) 

②W プ D SW を NORMAL 、 標 準 高 解 優 度 切換 スイ ツチ を H 1 GH に 設 
害し ま 。 

き ③ 機 械 語 モ ニタ を 直接 起動 する だめ に 、 [SHiFT ] 二 [ReAk を 押し な が ら | PL し リ 
セッ トス イッ ツチ を 押し ます 。 

次 に 、 写 真 1 の 画面 が 出 た ら | 加 を 押し て こ だ さ い 。 機械 語 モ ニタ が ガ 起動 し 写真 2 
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"回 時 


画面 上 に * 印 が 表 示さ れ ま す (写真 2 )。 
ご の 状態 で BHTF 十 誠 と 入力 する こと に より 、 WIDTH4 0 ン /80 
が 変化 し ます 。 そ の プロ ブラ ム に あつ だ モー ド を 選ん で こく だ さい 。 

プロ プラ ム の 入 つ を ディ スク を セツ ト し て 、W プ D SW を CUT に 設定 し 
ます 。 

⑤1PL リ セツ トス イツ チ を 押し プロ ブラム を スタ ー ト し ます 。 な お 、 プロ ブ 
ラム が ガス ター ト し だ 後 、W プ D SW を NORMAL に 設定 し な お すこ と を 
忘 れ な いで ぐだ さい 。 


人 PCG を 使用 し て いる ソフ ト の 場合 


PCG を 使用 し て いる ソフ ト の 場合 、 前 記 の 「PCG を 使用 し て いな い ソ フ 
ト の 場合 ]」 の 操作 を 実行 する 前 に 、 次 の 操作 を 行 つ て くだ さい 。 


⑦④⑳W プ ZD SW を NORMAL 、 標準 / 高 解像度 切り 換え スイ ツチ を STAN 
DARD に 設定 し ます 。 

プロ ブラム の 入 つ だ ディ スク を セッ ツ ト し 電源 スイ ッ ツチ を ON に し ます 。 ご の 
と き 、 高 解 優 度 デ ィ ス プレ イ を 使用 し だ 場合 画面 が 流れ ます が 、 そ の まま プ 
ロ プ ラム を ロー ド し て ぐだ さい 。 

③ ロ ー ド 終了 後 、PCG へ の フォ オン ト 設 定 ガ 終り 、 ゲー ム が ガス ター ト す る まで 
待ち あま す 。 ゲー ム が ガス ター ト し だ こと 思わ れ だ ら (見 づら い 画 面 で す が 、 何 と 
が 人 確認 し て ぐだ さい ) 標準 高 解像度 切り 換え スイ ツチ を H 1GH に 設定 し 
ます 。 


以後 の 操作 は 、 前 記 と 同じ よう に 行 つ て て だ さい 。 な お 、 そ の 操作 に お い 
て 1 PL リセ ツ ト ス イツ チ の 代用 と し て 電源 スイ ッ ツチ を ON ノワ FF す る こと 
は 、 ご ご で 設定 し だ た PCG の 内 容 を 消し て し まう こと に な り ま す ガ ら 、 お や め 
ぐだ さい 。 


シス テハ タイ 初重 人 ム 


| 


形 独 CZー880C 当 パ パ ー リ ソナ チル コン ピュ ー ツ 
項 目 仕 様 


CPU 〆Z80A 4MHz 
6 0C4 9 (エー ボー ドス キャ ン 用 ) 
8.0C4 9 (デレ ビ ・ カ セツ トコ ント ロー ル 用 ) 


ROM BIOS ROM 92 KK パイ 


(うち 1 PL 4K パ イト ) 
キヤ ラク タ ジ エ ネ レ ー タ 用 ROM 6 K バ イト 
漢字 ROM (第 1, 第 2 水準 ) 2 5 6K バ イト 

RAM プロ グラ ム 用 RAM 6 4 K バ イト 
コー ザ 定 義 キ ヤラ フタ ゼネ レー タ 用 RAM 6 K バ イト 
テキ スト 用 VRAM 4 K バ イト 
アト リ ビ ユ ー ト 用 VRAM 2 K バ イト 
グラフィック 用 _。 VRAM 9 6 K バ イト 


テキ スト 表示 箇 便 炎 2.5 福 。 20 待 、1 92 行 、1 0 行 
3.0X※29 補 、 2 0 持 、1 2 行 、1 0 行 
(1 0 行 、2 0 行 モ ー ド は アン ダー ライ ン 表 示 可 能 ) 
コン パチ モー ド : カラ ー8 色 1 文字 ご と に 指定 可能 
反転 文字 、 点滅 文字 可能 
縦 、 横 、 縦 横 2 倍 文字 可能 


ラク ヤッ の 表示 
表 
示 
能 
日 本 語 表示 
力 
画面 合成 


コン パチ モー ド カラ ー8 色 ドット 単位 で 指定 可能 


640X400(〈384) ドッ ト 1 画面 
640X200 (192) ドッ ト 2 画面 
320X400(〈384) ドッ ト 2 画面 
ゅ る 個 58280.0 (19 27) ドッド 4 画面 
カラ ー6 色 1 画面 単位 で 指定 可能 

640X400(384) ドッ ト 9 画面 
640X200〈192) ドッ ト 6 画面 
320X400 (384) ドッ ト 6 画面 
320X200(192) ド ッ ト 12 画面 
マ 導 黄 電 王 ド 320※X200 ド ッ ト 4096 色 1 画面 

640X400 ド ッ ト 4 0 9 6 色 中 
6 色 1 画面 


40X2 5 行 、20 行 、12 行 、1 0 行 
420X2 5 打 、20 符 、12 行 、1 0 行 

(1 0 行 、2 0 行 モ ー ド は アン ダー ライ ン 表 示 可 能 ) 
反転 文字 、 点滅 文字 可能 

縦 、 横 、 縦 横 2 倍 文字 可 能 


テキ スト 画面 と プラ フィ ッ ツク 画面 
テキ スト 画面 と プラ フィ ッ ク 画 面 と テレ ビ 画 面 
テキ スト 画面 と プラ フィ ッ ク 画 面 に ビデ オ 画 面 


プラ イオ リティ 機能 


表 
パレ ッ ト 機 能 

示 : 旧 パッ ワウ プラ ンド カラ ー 
黒色 制御 

能 

カ 


ビデ オ 画 像 入力 


サウ ンド 機能 


コン パチ モー ド テキ スト 画面 上 ブラ フィ ッ ノ ク 画面 の 優先 順 
位 が 付け られ る 


図形 , 文字 の 色 を 瞬時 に 変え られ る 


コン パチ モー ド : 8 色 指 定 可能 


6 色 中 1 色 を 黒 に 変 拠 可能 (テキ スト 画面 ) 
青 と 透明 の 2 色 を 黒 に 変換 可能 (ブラ フィ ッ ノ 画面 ) 


アナ ログ RGB 出 力 
デジ タル RGB セ パレ ー ト 出力 
コン ポジ ッ ト 出 力 


ユー ザ 定 義 キ ヤラ フタ ジ エ ネ レー タ (PCQ) 256 種 
320X20 0 ドット 最大 4 0 9 6 色 取 り 込 み 


PSG : 8 オフ ター プ 3 重 和 音 
FM 音源 : 2 チャ ン ネ ル 8 オフ ター ブ 8 音 同時 出力 


音声 出力 


30 0mW 


了 さ ms アポ 
ワ EHM ピ ビー ディ イズ ク 


6 cm 丸 型 1 個 
両面 高密 度 / 両 面 倍 密 度 両用 5 .2 5 イン チ FDD 2 基 内 蔵 


プリ 2 の 
イン デス 下 


専用 カセ ツ ト 
2 ペルー 36 人 


ジョ イス ティ ッ フ 
イン ター フェ イス 


その 他 
拡張 | プ 〇 ポー ト 
時 計 機能 
定格 電圧 
消費 電力 
定格 周波 数 
使用 条件 


2 ロー ツユ 


キャ ヤ ビ ネ ッ ト 


外形 法 
重量 


セン トロ ニク ス 社 仕様 に 準拠 
6 ビッ ト パ ラ レル 


ご Zー6RL 1 用 


アタ リ 社 仕様 に 準拠 2 個 使用 可能 


ら ーー 2 32 た 2 

本 体内 に 2 ポー ト 内 蔵 

内 蔵 (内 蔵 ニ ッ ツ カ ド 電池 で バック アッ プ ) 

AC 100V 

定格 3 2 W、 最 大 (| プ O 出 力 1.6A) 4 3 W、 待 機 時 5 W 
0 は 6 昌 Z 


使用 温度 1 0 一 3 5C 
使用 湿度 3 5 一 7 5 


前 面 パ ネル ………… 2 な ラン 

本 体 部 入 の 7 の 7( 泊 ee 金属 

幅 3 9.0cCm、 興行 39.0cm、 高 さ 1 0.8ocm 
9 .5kg 


(だ だ し 、 本 体 の み で オプ ショ ン の 拡張 デバ イス は 含ま な い ) 


攻 店 


キー ボー ド 


メイ ン キ ー 配 列 : カナ 付 ASC | | 準拠 


セパ レー ト タ イ プ ( コ ン ピ ユ ー タ 本 体 と カー ルコ ー ド で 接続) 


2 光 た ビー、29 テ クル レク 2 に 回 王族 ギ ー、 アシ シン ツラ ショ ヨン キー、 
押 抽 キー、 曰 こ ルッ プ ・ ダ ウン キー、 ヘル プ キ ー、 コピ ー 


キー 

キヤ ビ ネ ッ ツ ト オニール ジ ラ 災 天 W 夕 

外形 法 幅 3 9.0cm、 奥行 1 8 .9cm、 高 さ 3.5cm 

重量 1 .3kg 

付属 品 取扱 説明 書 1 冊 
ョ ーー メ マ 己 ヨ 9 1 國 
委 湊 SS | @ 有 カ 表 レ シス マニ ョ アル 1 國 
アプ リケーション ソフ ト 説 明 書 1 冊 
BAS | 〇 文法 書 ポ ケッ ツ ト ブ プッ フ 1 肛 
保証 書 1 部 
お 客 様 ご 相談 窓口 一 覧 表 1 部 
ファ ンク ショ ン ラ ベル 1 部 
キー トッ プラ ベル 1 部 
ン ロ ッ ツ ピ ー イ スク ドラ イブ ナン バー 表示 ラペル 1 部 
ウス 1 個 
デジ タル RG 信号 用 ケー ブル (8 Kー6D2) 1 本 
アナ ログ RG 昌信 必用 ケー プル (1 5 ピン DSUB) 1 府 
プル し レビ コ ンド ローM ツ デー プル (8Dー8D) 1 本 
ビデ オカ ッ ト 用 ケー プル 1 本 
専用 デー タレ コー ダケ ー プ ブル 1 本 
ジス テリ デイ ネ 表 の 尋 ゲ ーー8F 昌 0Z) 1 枚 
ダラ ウラ イッ タツ ーー ル ディ スク 1 枚 
FM 音源 ミュ ユー ジッ クツ ー ル ディ スク 1 枚 


全 眉 上 CX 訂 科 7 と パー な Kosett2Ee 19, 35。 80 
24 


アナ ログ RG 日 入力 COLA T KCAL XTC 
アナ ログ RG 日 信号 用 ケー ブル ………… 17. 27 
アナ ログ ブ RGB 信 号 出力 用 コネ フタ ………:70 
RS 一 2 3 2O イ ンタ ー フ ェ イ ス ……… 77 
二 玉 補 肝 還 仙 70 の leastessss 1 26 
RG 昌 入 力 方 式 デ ィ ス プレ イ DCLCOODCCXYKYLOL い 28 
アプ リケーション ソフ ト 説 明 書 …………… 4 
色あい 調整 デ ビデ デ ク モデ デ ク ク ーーー の の rm の rtm 21 
イン サー ト ・ デリ ー ト キー POLOCEKOCY し し 23。 45 
イン ジ ケ ー タ 部 CDOULLCCLOUDUOUOUCOLYIULLYLL LT 18 
イン ター フエ イス ボー ド uideiwies iwaie eiesg sisie% 65 
イン ター レー スス ー パ ー イ ン ポ ー ズ ……11 
田 工 
APS ら 8 PPCCULUCUCCLULLULKDCCCYYKYPLCETELYYYLTTLT 61 
映像 出力 端子 (CUCOCOLUCLPDLSYY YY て 2 て TNC ILL 21 
映像 調整 CCP に の PO に だ に に 2 21 
映像 入力 端子 aneewtwstssssssssssesseaseseteieeaaa 21 
NM | (スイ ツチ ) POUDCOOCCOCKKYOCOOCLCP TLLL 49 
FM 音源 PAY HLYKOOUOOUCLLSOLXNLLKXLKT LLPT 10 el 
| レ ! 
オー ディ オ 出 力 端子 PPCCLYYLDDDOULCOLCLOLLKYLY の の 74 
お 客 様 ご 相談 窓口 一 覧 表 PO OCPL 4/ 
オプ ショ ン デ バイ ス …… RPCCEPEPPCEPREPEE 60 
音量 調整 ボリ コーム 49 
カー ソル コン トロ ー ル キー eessssssessssssoisss 23, 47 
外部 ミニ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ ……-62, 64 
拡張 用 | 〆O 〇 ポー ト PCCUDULOYYOLKYPLCCKYYY) 75 
拡張 用 フロ ッ ピ ー デ ィ ス クイ ンタ ー フ ェ イ ス …21, 
カナ キー ROOTKLCLKLLUCOCOOOUUOCCLKL LLC 23 44 
起動 ディ スク タイ プス イッ ツチ 6 を と る 3 の aale 20, 64 
キー ト ツ プラ ベル … ド ドド oeoeoeoeoeneeeeenert 47,42 
キー ボー ド 接 続 端子 aoieeseeee ea 48, 2 計 
キヤ ! リ ソ ジ リ タマ ターン キー esseeessseseseeeeee ee 23, 44 
キャ ヤ ビ ピ タル ロッ クキ ー PPHPPPPPLLLUCLCLLPLPLLOU の 44 
キヤ ラク タキ ー easeaesseseeaeessaeseeeeeeseeeeseee 23。 42 
プラ フィ ッ ツノ ク 画面 けた CLOCK 46 
グラ フィ ッ ク キ ー… ド … ド oo 23, 46 
プラ ライ ッ ク 息 一 … 他 l ム | に … の の の の の 42 
クリ アホ ー ム キー aeeeeeseeewseewseessssseeeeease 2 44 
90 


76 


26 


較 コ 
高 解 角度 ディ スプ レイ (モー ド ) ……… 24 
人間 較 時 memaworssdiszoetenohEirSSokfn 43 
662ksizriRossriaee に eo 23. 46 
コン トロ ー ル キー 0 は 45 
ea2orEssnHg2RS2RSafehe3 11 
コン ピュ ー タ モー ド (表示 ラン プ ) …….37 
GA トー 21 
ョ ア / 
Oi 53 
シス デハ ムダ ゲイ アグ ラム eeeoessessseaseseeeegeeeis 83 
シフ トキ ー POPPCOOUPLLOPLDPPLCCLCCLOCODLLPCKLPL 23。 44 
ジョ イス ティ ッ ク イ ンタ ー フ ェ イ ス ……22, 78 
スー パー イン ポー ズ (モー ド ・ 画 面 ) … 8. 11, 50 
SB を sssnsieyetisesee22oeced 23.46 
ス メ ド ラッ アプ PE て YY ス YOITCCYT 63 
と cs 23, 44 
スラ イド スイ ツチ waeeeeoaweaesiseeieeseeaiesieeaea 43 
専用 カセ ッ ト イ ンタ ー フ エイ ス … の の の orr 61, 74 
専用 デー タレ コー ダ (ケー ブル) … の の の 付 , 22。 人 
専用 デイ スプ レイ テレ ビ essesisesssweeseesieeee 4, 24, 27。 34 
専用 ディ スプ レイ テレ ビ コ ン トロ ー ル ……11, 21, 49, 71 
\ 
側面 スラ イド スイ ツチ RODCCOKEYCVLKOLLLULCLLLCLKTO 23, 43 
タイ マー 機能 woeeseeetswesesseiesneseseaeseismees am 8, 便 
デー タダ レコーダ DOCDULPDOCUOLCCOLCOCLCCCULLOLCLL 22 
ディ ス フ ド ライ ブイ ンジ ケー タ ………… 8 
デイ スク BAS | (9 PDOCCKCLKLKYYPCLCULCLDOLLLLK 34 
デイ スク モー ドス イッ ツチ RDCUOCPLUCPDPLDPLUPUL 2 し 79 
テキ スト 画面 COCPCPLYCLYYLPOOOCDCCKOOCULCUCCCKKYYT 46 
デジ タル RGB 入 力 COOOE た OCGLULDLK て YO 24 
デジ タル RG 昌信 号 用 ケー ブル ………… 17 
デジ タル RG 日 信号 出力 用 コネ クタ ……69 
デジ タル テロ ッ パ ー (用 疫 子 ) ………… 28 
テレ ビ コ ン トロ ー ル ケー プル COLLXLLYXCCO ロ 7。 27 
テレ ビ モ ー ド PLDPPCCYPC い OLCUL に CC し PT 3/ 
テン キー 寺 28。 4/ 
但 泊 イツ moe 19, 31, 34 


特殊 キー EPCECCCULCCOLCCCCLCCCCLCLCCLLULLLKCULLC い NL 44 


45 


トビ ラ 内 操作 部 COO LLCOLIOLCOOLLLXLY い 19 
ドラ イプ セレ クト ドド ieienemm…… 63 
取扱 説明 書 easeeeesseeeeeeseeeeeseeseeeseoeo 4 
取り 込み 映像 調整 つま み て に に に 19 
ナ 
内 蔵 ス ピー カ の 8 0 8 区 is を きる ae 8 
200 ラ イン 自動 切り 換え スト ツ プ スイ ツチ …80 
日 本 語 処 理 画面 POOLLOCLCC た LLCCL し CCP 46 
日 本 語 処理 機能 kawaasaasssssessssseeeeeeesiwsea 40 
プー マル モー ド PHPHPDUOCLCCCLCCCLULDUCUCOLLCLKDCDO 42 
に 
PSG CCUOOLOOLULKXLLLLIOUL 40 
PCG えも 52 も の の ip 1 ig 9...1575 人 ek 40 
ビデ オカ ツ ド 用 ケー ブル ……(timoiettitit… 17 
ビデ の 以 思 用 義生 に ーーー ーー 22 
ビデ オデ ジマ タイ ズ adsarsvessseessseessreeeeesees 10, 
標準 / 高 解 人 度 切り 換え スイ ツチ ………… 20. 
標準 ディ スプ レイ (モー ド ) ………… 20 
ファ ンク ショ ン キ ー PCOOOCCCCPCOLCLLCCLCLDCLCCL 23, 
ファ ンク ショ ン 機 能 陸生 48 
ジア ァ ジ シ ウ シ ジョ ヨン ラペ パル POLOLCUPOCCLLKCCDLLLK 47, 
V T 過 録画 モー ドス イツ チ ee sia areaia 富 ay 45, 
7 ルル タイ シン マー エイズ OCPLCCL 60, 
プリ ンタ CONF | ③ LLC 35 
フフ レーム ハム アース POPCCCCCCOCCUCLUCCLCCCLLLLCLLLLCDCL 21 
プレ ー ク キー OPCCCOCOCCCKLLCDOUCAUOULOLLL 23。 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス フク ド ライ ブナ ン パ 表示 ラベ ル …17 
フロ ント レ / バー OO LLCOODCOL ス TO 34 
| 【 
BAS | 〇 文法 書 ポ ケッ トブ プッ ク ………… 4 
BAS | ご C リ ファ レン スマ ニュ アル ……… 4 
へ ヘルプ キー 上 Sieei き iesbi9ipesi コ まさ も この se 23, 
変換 キー eeeeeeeeseaeeeeeeeees ease 23, 
マ 
Sp アパ (イン ター フェ イス) OOOOCOC こ し いい 衝 。 
マウ ス 用 コネ クタ マタ ……i……… ド ドド の [mo……… 19. 
3 一 ECCPEESHLC GEEr 2 な 11 


メイ ン 電 源 ス イッ ツチ CGUCLLACMUUUTI て YYT い に エエ 21 

還 コ 

0 二 太 ニーヨ アル aaissaseeeeeeeassssssssesese 4 

| の / 

則 妥 3697 提 58 や リン ya 19 

両面 倍 密度 wiewe ゃ eeeosossesessspsesssspeesssessseseed 44 

両面 高密 度 sea きる eiga 2 どく aa 44 
口 

ロー ル ア ッ プ ・ ダ ウン キー …… の im………… 23 

91 


, 91 


, 99 
, 39 


, 46 


田 ア ジフ ツー サー ビス に つい て 


人 


故障 まだ は 異常 生じ た だ とき は 、 使 用 を や め て 、 差 し 込み プラ ブ を コン セ 
ント ガ ら 抜き お 買い 求め の 販売 店 、 も し ぐ は 最 寄り の シャ ー プ お 客 様 ご 相 
談 窓 に ご 運 絡 ぐ だ さい 。 

本 機 は 精密 機器 で す の で 、 ご 自分 で の 修理 は 避け て ぐだ さい 。 故 障 の まま 
お 使い に な つ だ り 、 ご 自分 で の 修理 は 危険 で す 。 


. ご 転 大 、 ご 贈答 串 な ど で 、 お 買い 上 げ の 販売 点 に 修理 を 依頼 で き な い 場合 


は 、 最 寄り の シャ ヤー プ お 客 様 ご 相談 窓口 に お 問い 合わ せ ぐ だ さい 。 


圏 保証 に つい て 


者 。 


本 機 に は 保証 書 が つい て いま す 。 保証 書 は 販売 店 に て 所 定 事項 を 記入 し て 
お 渡し いた し ます の で 、 内 容 を よ ぐ お 読み いた だ き 大 切 に 保存 し て くださ 
い 。 保証 期間 は 、 お 買い 上 げ の 日 ガ ら 1 年 間 で す 。 


. 保証 期間 中 、 万 一 故障 し だ 場合 は 保証 書記 載 内 容 に 基づき 、 修 理 い た し ま 


す 。 詳し ぐ は 保 証書 を ご 覧 べ だ さい 。 


. 本 機 を 運用 し た 結果 生じ る 影響 に つい て は 責任 を 負い が ガ ね ます の で あら か 


じ め ご 了承 ぐだ さい 。 


. 保証 期間 経過 後 の 修理 に つい て は 、 販売 店 に ご 相談 くだ さい 。 修理 に よ つ 


て 機能 が 維持 で きる 場合 は 、 お 客 様 の ご 要望 に より 有料 修理 いた し ます 。 


ES ニー エー そ J inn ine 49 を 


グ ャ セー の が 杯 式 会 社 


本 社 〒545 大 阪 市 向 倍 野 区 長池 町 22 番 22 号 
電話 06 (621) 1221 (大 代表 ) 
電子 機器 事業 本 部 〒329-21 栃木 県 矢板 市 早川 町 1 プス 番地 
電話 02874(3) 1131 (大 代表 ) 


お 客 様 へ ・ … お 買い あげ 年 月 日 、 お 買い あげ 店 名 を 記入 され ます と 、 修 理 な どの 依頼 の と き に 便利 で す 。 


お 買い あげ 年 月 日 


TINS-3375CEZZ 


T 0062-A |⑧② 


